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序

文化財の調査成果を、広く市民のみなさんに還元することも調査と合わせての責務であ

り、そのことによって本当に調査の成果が生かされるのだと思います。

平成8年度も、市内では多くの文化財調査や整備が実施されました。

保護管理運営事業では、市内に所在する国・県・市の指定文化財の管理を行いました。

史跡の除草やパトロールを行い、史跡が美しく保たれるように作業を進めました。

整備事業では、総社・元総社歴史散歩道の案内説明板の設置や総社資料館の改修工事、

総社・元総社歴史散歩道ガイド・マップの改訂と増刷、 7回目となった秋元歴史まつりへ

の協力を行いました。また、総社二子山古墳の崩落箇所の修復を行いました。

さらに、市内に所在する指定文化財の標柱や説明板を順次立て替えしていますが、本年

度は小島田の供養碑ほか11基の設置を行いました。

普及事業では、文化財展や愛護ポスターの作成を行いました。文化財展では、最近の市

内の出土品の展示と発掘調査に係わる 4回の講座を開催しました。

24回を数える郷土芸能大会は、前橋鳶木遣り保存会他の参加で行われ、その熱演は来館

者をおおいにわかせました。

発掘調査では、前述の小二子古墳の調査の他に、公園整備に伴う内堀遺跡、区画整理に

伴う大屋敷遺跡や元総社明神遺跡、土地改良に伴う国分寺参道遺跡、通路改良に伴う稲荷

遺跡や六供下堂木遺跡、宮地中田遺跡などの調査が行われ、多くの成果をあげました。

遺跡台帳整備事業では、市内の遺跡のデータを台帳化するとともに、調査資料の普及作

業も行いました。、本年度より、小・中学校での資料室整備の支援を行い、土器等の貸し出

しを始めました。次年度も続ける予定です。

大室公園史跡整備事業では、古墳整備に向けての発掘調査と基本設計の作成、赤城型民

家の 2年次工事、資料館の基本設計の検討作業を行いました。

最後に、これら諸事業にご指導をいただいた関係各位・諸機関に感謝申し上げると共に、

本書が文化財保護の推進に寄与することを祈念し、序といたします。

平成9年9月

前橋市教育委員会

教育長早部賢一郎
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I 文化財調査委員による調査

文化財調査委員による調査は、平成8年度、後閑町の
円満寺と亀里町の極楽寺の調査を行つ疋。所蔵の什物と

境内の石造物の調査結果は以下の通りである。

-円満寺文化財調査

O名称医王山円融院円満寺

O所在前橋市後閑町578
0住職野平俊融

O宗派天台宗

0本尊薬師如来

後閑町のほ|ま中央に所在する天台宗の寺で、中世豪族

新田氏の氏寺長楽寺の末寺として鎌倉時代に造られだと

いう。まだ、平安時代の貞観三年、慈覚大師の開基とも

いう。

本尊の薬師如来坐像は、檀の寄木造りで、円光背をも

っ。細やかな螺髪と肉暑が刻まれ、通肩の納衣は胸を広

くあけ、しなやかな衣顕は平行線を基調としながらも実

に写実的である。石手は施無畏臼を結び、世俗と{ム賓と

の隔疋りをなくす慈悲深さを示し、左手には小型の薬査

を持つ。鎌倉時代の造立と推定される。

なあ、境内地の北境だつだと思われる場所に「お薬師

さまJと呼ばれている¥三石三尊坐像の石仏を収めだあ
堂がある。

角閃石安山岩を用い疋半肉彫りの陽刻で、鎌倉時代後

期の作目と思われ、県内でも少ない石仏である。中尊は

宝珠形に近い丸みの強い舟形状の光背に¥上面と思われ

る印相の阿弥陀如来ガ上半島裸形、結削坐臥でいる。

円満寺

.極楽寺文化調査

O名称成菩提山光明院極楽寺

O所在前橋市亀里町604
0住職小林邦順

。宗派天台宗

0本尊阿弥陪如来

亀里町の中央部、寺家地区にある寺である。小字は城

之宮である。初め常磐山といっ疋ガ、成菩提山と変わつ

だ。長楽寺の末寺である。

寺伝によると、開基は慈賞大師という。創建以来たび

疋ひ、火災にあって、什物を失つだが、J山献が再興し、中

興の第世と数えている。山献上人は天麿二年(948)にな
くなっている。

上野園群馬郡村誌に「上野国志日極楽寺本尊弥陪如来

は行墓菩薩の彫刻にして源頼朝護持也」とあり、下川淵

郷土誌によれば、その後鎌倉時代の建久四年十一月、源

頼朝がその田常磐の追福のだめに寺の東、瑞気川の岸に

碑を営み、護持の本尊を下賜し朱日地を与え疋ので常磐

山といっ芝という。時の人ガ常磐の霊を崇めて弁才天と

して杷つだ。

江戸時代には、幕府より朱印三十五石を受けている。

境内地は周囲に掘をめぐらし、現在も水をだだえてい

る。西側には弁才天を杷っている。

現在、寺家の公民館裏にある五輔I苔は常磐御前の墓と

伝えられている。この塔は、公民館の場所にあっ疋塚、

常磐塚の上に立っていだが、公民館建設の定めに削平さ

れ、北に移されだものである。

極楽寺
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円満寺所蔵文書什物目録

文書番号 名 柿 年 代 作成者 数 備 害

書「所酔j山淡j青」 不明 宏洞逸史書 30X113 
2 五輪塔 南北朝 2 凝灰岩地水輔と地火輔

地輔幅43 高35
水輔幅39 高42
地輔幅50 高30
火輔幅50 高28

3 筆子塚 天保十二年壬買 筆子連名矢端猛太郎 後閑21 駒形? 曽所5
六月二十一日 西善6 山王? 泉沢20

大阿闇梨法田真善I苔予住嘗寺十

育館年寺務暇読語大乗妙典二干部

以資回冥福今也比土縁墨生移干他

界依辞世白 妙法読し功徳の力に

て輔回をへだて菰肥浄土

4 筆子塚 明治十六年美未 水久寄能後を汲し越しへ子等は可

八月 利はかりて都君る奥部来

二部樽燈大阿闇梨堅者法田俊順

5 筆子塚 文化十四丑年 施主筆子中 二部惇燈大阿関梨堅者法印

正月二十日 恵運

6 筆子塚 文政冗戊寅年 筆子中 権大{曽部専叡法印

五月二十六日

7 板碑 キリーク幅20 晶47

8 燈寵の樟部分 元禄十一戊買年 奉寄進百燈龍局42
中冬十三日

9 筆子塚 天保九戊四二月 旭森 いそがねどはや七十に

二十四日 登りつめ これより下る

ごくうくの道

権大僧都阿闇梨法印叡減

極楽寺什物目録

力一ド番号 種目uc名称〉 材質 法量 備 害

極楽寺(弁天拝堂〉棟札 木 不明 賓暦八戊寅年願主当院廿八世賢酒代奉造立癖

財天御宮一宇並暇屋氏子繁昌如意祈所西村惣氏子

中新井村浅見幸田光武同名八郎治光命江戸

時代の物新井村は日桃井村のこと

2 本尊阿弥陀如来坐像 乾漆像 全晶 42.5 銘文銭十六貫文奉修補 主阿部肥田浄阿
肩幅 20.0良阿雲阿下阿 阿学阿助阿浄空竜阿
膝幅 34.5 {弗師静忍井長道阿樗ス明園正和五丙辰二月日
奥行 26.7 乾漆像数回補修しており、元禄期に耳部分など直
頭高 14.5 されている。手は後補。首部分も補修されている。
頭幅 9.5 この銘文は蘇内膝裏の胎座銘文である。厨子銘文は
胸厚 12.5 'fJ!_の通り。新造刻厨子殊尊像再興元禄八乙亥歳

十一月十五日

3 極楽寺什物金剛界墨奈羅 紙本 全高 228 公用 天文八年己亥初夏日 」二野国群馬郡よ阿内郷
総高 130.2 成菩提山光明院極楽寺法臼猷乗代ト育之此時新
全幅 136 調服組修補眼寛政四王子年七月日二十一世霊
総幅 114 者法臼良格修補之(箱の底部銘文〉応まから明応期箱

書両界霊奈羅成菩提山極楽寺常什物
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4 重正 金属 径 41.8 上野国群馬郡阿内村極楽寺万日堂施主阿内宿矢嶋

高 12.0 善八同善之悪天明六丙午年二月吉日

5 木彫十一面観音像 木 I笥 25.0 奉読語観音経万巻調現当二世也南無真月道場開柳
奥行 4.0 暗華明園入門一万読経諸願満福寿如酒契慈思造立
頭高 7.0 王法回定光(弗師民55U之住後七保之流院長谷川宇右

工門之尚令彫刻之天和二年美亥月日

6 元二大師造 木 高 20.0 室町時代末の作か寄木造の像
肩幅12.5 銘当院廿六世豪賢弟子二宮干手堂奉造立須弥壇金六

7 須到1壇 木 縦 134.5 雨施主柘昌前机脇机撞盤新調賢海上野薗群馬郡桃

横 43.5 井圧北新井村軸台町燈磐台須弥大工浅見幸助光

幅 54.5 武同名八郎治光命木関勘之系宝暦八戊寅歳十
一月廿一日 当時廿八世現住霊者法印賢酒代

8 板碑 石 長 84.0 キリクササク(蓮台間〉廿七日

幅 29.5 南北朝初期

9 板碑 石 長 85.5 キリークササク(蓮台目〉

幅 26.5 町三R十年十二月日

10 板碑 石 長 75.0 キリーク (蓮台間〉 光明真言あり

幅 25.5

11 板碑 石 長 92.5 キリーク (蓮台伺〉ササク

幅 27.0 臆安ガ南北朝

12 板碑 石 長 58.5 キリーク (蓮台叶)ササク

幅 24.5 室町時代基部欠

13 板碑 石 長 35.5 キリーク (蓮台間〉

。IIa19.0 絹雲田片岩
14 板碑 石 長 49.0 キリーク (蓮台間〉

幅 13.5 枠線あり 室町時代

15 板碑 石 長 35.5 キリーク下半部基部欠

幅 17.0

16 宝屋印I苔 石 高 78 逆{彦三R端種門臆ま廿四年一月三十一日上部欠

17 五輪I苔 石 高 103 角関石安山岩古城虻から移設し疋もので、するすみ

の墓といわれている。

18 五輔I苔 石 高 79 文安四年四月 禅尼

19 宝産印塔 石 高 73 7.R和五年八月十日宗贋上部欠

四周に党字あり 光明真言のオン戸宗贋は名和氏

20 宝塵臼I苔 石 町三R四年二月廿日逆修妙瑞禅尼

22 宝塵臼I苔の基礎 石 道7.R禅門町家十七庚寅年十一月十九日

23 宝匿団塔 石 願主園贋応7.R二乙亥十二月

24 宝屋臼I苔 石 逆修塵贋禅尼康正二年丁丑二月十六日
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25 宝屋印I苔 石 享徳二年二月

26 宝塵臼I苔 石 応~廿四年二月廿一日 逆修了忠禅門

27 宝塵臼I苔 石 覚照大師臨ま十九年二月

28 宝崖印塔 石 調銀栄妙鉱大姉干明応九年庚申年六月四日

29 宝屋臼I苔 石 首長白浄光定禅門文明一年八月十八日

30 宝屋印塔 石 妙清大自市町京十六年十月十四

31 宝匿臼塔 石 逆修甑白経王一部四部衆文安四年十月十六日

32 筆子塚 石 富山廿四世聾者法臼 如筆弟中

文久三夫亥天五月晦日

33 極楽寺宝I苔 石 南北朝期のもの

34 けやき 目通453

35 掛軸(二夜様〉 縦 83

横 30.5

36 掛軸(六字名号〉 縦 76.5

横 26.5

37 掛車自(二十三夜様〉 縦 61

横 29

38 金剛磐 室町時代のもの
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11 文化財調査

1 光巌寺金工面調査

(1)三具足 ー具

江戸時代・ 19世紀
香炉総高26.3 島高16.5 身口径14.8
花瓶 高29.6 口径26.3底径20.0
燭台 高50.8 台径16.7

香炉銅鋳製。南瓜形の島と蓮葉をかだと、つ疋蓋から

なる香炉。身の口はやや低<、大きく外反し、側面に亀

甲地に桔檀文を鋳出する。身本体は肩に花先形帯、裾に

子持三条の組帯を巡らして三区に分ける。上区は四花菱

輔違文、中区には青海波文、下区には亀甲地に桔檀文を

それぞれ全面に鋳出し、中区の表裏に五葉木瓜文を大き

く表わす。患の中央~石に大きな耳を出し、底に青海波

を鋳出し疋三弁花形の足を三脚附ける。蓋は丸い蓮葉形

で、甲盛りを大きくつけ、表面に太く蓮葉脈を陽鋳で表

わし、所々に虫喰い状の孔を開け、それを煙出しとする。

蓋中央に蓮茎形の釦を間ける。身の底裏に「羽州善周作」

の線刻銘がある。

花瓶銅錆製。朝顔形の口、卵形の胴、蓮葉形の脚か

らなる。口は胴から一枚の蓮葉を大きく朝顔形に開かせ

ており、側面に太く蓮葉脈を錆出する。胴は肩に花先形

帯、裾に 条の紐帯を巡らして三区に分ける。上区は囚

花菱輔違文、中区には青海波文、下区には亀甲地に桔檀

文をそれぞれ全面に鋳出し、中区の表裏に五葉木瓜文を

大きく表わす。脚は蓮葉形、表面に太く葉脈を陽鋳で表

わし、胴との境目に二段の段を作り出し、その下に弁先

の尖つ疋蓮弁帯を巡らしている。

燭台銅鋳製。皿、軸部、蓮葉形の台脚からなる。皿

は蓮葉を朝顔形に大きく外反させだ形に作り、内側中央

に燭立をぱける。軸部は皿ガら3分の一位までを細くし、
その下に三本の紐帯を巡らして二区に分け、間区とも辿

綾形文を錆出する。さらにその下から台脚に向かって太

くし、その中央を細く絞って二段に分け、上段には花先

形で区分して四花菱輔違文と青海波に五葉木瓜紋を、ま

だ下段は肩に条の紐を巡らして、亀甲地に桔檀文と青

海波に五木瓜紋を鋳出する。台脚は蓮葉形、表面に太<

蓮脈を陽鋳で表わす。

仏への最も基本的な供養として香、花、燈の三つがあ

げられるが、それを献ずるだめの香炉、花瓶、燭台を一

具としだものを三具足と昨んでいる。当初から一具とす

る三具足は鎌書時代、禅宗とともに中国からもだらされ

疋ガ、遺品としては¥奈良、麿招提寺の箱にま正十三年

(1516)の墨書銘のある作、滋賀・聖衆来迎寺の箱に天正
十五(1587)年の墨書銘のある作など、室町時代あるいは
中国明時代とみられるのが古い。三具足は一具とするだ

め、同ーの文様で加飾されるのガ基本であり、本イ乍も蓮

葉、四花菱輔違文、青海波、亀甲地に桔橿文、それに秋

元家の家紋である五葉木瓜較を主要な文様として統一し

ている。総体に文様ガ細部までよく鋳出されていて、江

5 

戸時代の三異足としては出来ガ優れている。

香炉の身の底裏に「羽州善用作」の線刻銘ガあるが¥

この善用は羽州(山形県〉山形の鋳物師で、文政十年

(1827)西村山郡宝泉寺の究鐘(山形住庄司清吉藤原善周
作〉、ま疋年号を記さないが北村山郡善翁寺の究鐘(山形

御用鋳物師圧司清吉藤原善用作〉に名を残している。御用

鋳物師とみえること、文政の時代などを勘案すると、こ

の時期の山形藩主は秋元久朝であり、秩元家の御用鋳物

師であっ疋と考えられる。~~，この三具足を所蔵する

光巌寺は文化七年(1810)、火災にあって建物のほとんと、
を焼失しているので、おそらく旧領地の秋元家の菩提寺

である光巌寺の再建にあ疋って久朝ガ善用に作らせ寄進

しだものと考えられる。

(2 )燭台 一基

江戸時代・延享元年(1744)
高52.7 台径17.3

銅鋳製。皿、車自部、台脚からなる。皿は腰ガ低<、朝

顔形に大きく外反させ、中央に燭立てを聞ける。軸部は

上から竹節、球、立鼓形の段を作り出し、竹節部の下段

在石に獣Eを伺し、球形部に五葉木瓜紋を線刻で表わす。
ま疋立鼓部の中央に二条の紐帯を巡らす。台脚はベル状

に裾で大きく広がり、中央に子持三条の紐帯を巡らして

絞り、以下のような銘文を線刻する。

〔銘文〕

奉献 御三具足

誠j山院殿 御霊前

延享元甲子年五月

銘文にあるように本来三具足をなしていだものだ、ガ¥

香炉、花瓶は失っている。延享元年二月二十六日に没し

だ秋元喬求の霊前供養具として製作されだものである。

江戸時代の三具足でも一般的形式を示す作である。

(3) 香炉・燭台 二口

江戸時代・文化7年(1810)
香炉総高28.8 身口径14.9 身高15.8
燭台総高56.2 台径15.0

香炉銅鋳製。獅子釦の鼎形香炉。身は南瓜形で、ロ

ガ鍔状に大きく張り出し、肩には段を作り出す。肩左石

に大きな耳を{寸け、底には獣足を三脚取り白ける。身の

側面中央片側に鍍金しE五葉木瓜紋を眼め込み、もう片

側は同ーの家紋を線刻で表わし、紋を挟んで、以下の銘

文を線刻する。まだ蓋は鍔の伺い疋盛蓋で、直角の立ち

上がりがあり、頂辺に臥して尻をだてる大きな獅子釦を

鋲留めし、猪の目形の煙出を透かす。

〔銘文〕

(表〉

大隆院殿尊前

文化七庚午年七月九日



(裏〉

嶋田勘太夫良尚

田村作左衛門正義

根岸源兵衛侶清

押田六兵衛行信

間瀬市右エ門好口

福井市郎兵衛芳栄

丸習角石工門忠量

河野大田宗通

太田十石工門正方

加古勘蔵兼畏

菅原給兵衛直重

燭台銅鋳製。皿、軸部、台脚からなる。皿は腰ガ低く、

朝顔形に大きく外反し、中央に燭立てを聞ける。軸部は

上から立鼓、球形などで、五段の段を作り出す。台脚は

ベル状で中央に子持三条の紐を巡らして腰を絞り、上段

に鍍金しだ五葉木瓜紋を損め込み、もう片側は同 の家

紋を線刻で表わし、紋を挟んで、香炉と同一の銘文を線

刻する。

花瓶を失っているが本来三具足をなしていだものであ

ろう。獅子釦の鼎形香炉、段をいくつも作り出し疋燭台

の形式など江戸時代の三具足の典型である。大隆院は文

化7年7月9日に没しだ秋元京朝であり、その供養臭と
して調進され左ものとみられる。裏に記され疋十一人は

おそらくこれを寄進し疋家臣であろう。

(4) 瓜形釜 伝芦屋 一口

室町時代・ 16世紀後半
高19.8 口径12.4 胴径21.0

口作りは低く、わずかに繰口風に端反りがみられる。鰻

{寸は半円状の遠山。身は縦に十二個の簡をいれ、総体に

瓜形となる。下半は後底。唐金一文字蓋(釦は茶の実、透

入り、座金五弁花〉。

古来、天命とともに茶の湯釜の産地として名高い芦屋

で作られだと伝える釜。江戸時代を代表的する釜師であ

る大西家、堀山城家の次のような内容の三通の極め書ガ

附属する。

(その1)

輔口瓜之風呂釜

一口大サ 四寸一歩

一胴大サ 七寸

一環伺 遠山

右寄古キ芦塵上作

容はだ、へ一段見事

成釜只舎迄加様成

道具之類無之候、能々

御秘蔵御尤二存候、代

百五拾貫司仕候、以上

未ノ 御釜屋 (1恒寿J)

五月六日 法橋浄久(印〉

(1延貞J)
五郎在衛門(臼〉

(その2) 
貴札拝見仕候、被下候輔口

瓜ノ風腫釜口大サ四寸壱分、胴

大サ七寸、環付遠山、石之釜能々

一覧仕候、芦屋百上作一段

見事成釜二而御座候、此釜之義

百より葎知候名高釜二而候者〉

能々御秘蔵司被成候、恐憧

謹言

六月五日 延貞(花押〉

御釜崖

二ご二二コ様
二二二二ゴ貴報

(その3)

大西五郎左衛門

輔口瓜之風炉釜

一口 大サ四寸壱分

一胴 大サ七寸

一鎮{寸 撮

右之釜京一覧候所

分明成、古芦屋二而御座候

代百五拾貫司致候、以上

御釜屋 (1清次J)
寛文拾三年 山城(団〉

子六月上旬

(1)の文書は京都の釜師である大西家の二代浄清の弟

浄久(貞享三年・1686没〉と、江戸大西家初代定林(京都大
西浄清の子、享保十二年・ 1727没〉連名の極書きである。
年代は未とあり、おそらく寛文七年(1667)ガ延宝七年
(1679)であろう。まだ(2)は(1)の連名者の一人大西定
林の手紙で、あいにく宛名は切り取られて分からない。

内容に百くから知っており、名高い釜とあるところから、

(1)より後の時期のものとみられる。 (3)は江戸の釜師

堀山城家の五代藤兵衛(享保元・ 1716))の極書きである。
掘山城家は初代ガ京都の名越三昌(浄昧)の二男で、幕命

により江戸に下り、堀山城守を名乗り、名は代々清光で

あるが、この五代のみ清次と粧し定。

三通とも、この瓜の釜を古芦屋としている。芦屋は福

岡県芦屋町で遠賀川河口に栄えだ地で、茶の湯釜の生産

地として名高く、その釜は室町時代は京都を中山に武家、

貴族、{曽{呂疋ちの聞で賞用されだ。芦屋釜の特徴は一般

的に真形と呼ばれる端正な姿、鯖肌ともよばれる滑らか

で光沢のある肌、そして絵画的な文様を繊細lこ表わすこ

となどである。しかし、この瓜の釜にはそうしだ芦屋釜

の特徴と見えるところは全くなく、どうしてこの極めが

ついだか理解し難い。芦屋とともに賞用されだ天命釜は

下野天命(栃木県佐野市〉で作られたものだ、が、その特徴

は芦屋釜とは対照的に、独創的な形、岩肌、荒肌ともよ

ばれるごつごつとしだ肌、文様を表わさないことなどが

あげられる。作風的には、むしろこの瓜釜は天命釜とみ

えるものである。
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(5 )風鐸 一口

室町時代・15世紀
高26.0径22.0

鋼鋳製。縦長の万頭形の風鐸で、裾にむかつて大きく

外反し、裾は三段の花先形の四花弁に作り、その各聞に

猪の目を透かす。肩に3条、裾にも3条の陽鋳の組帯を
巡らす。 I買部には半円形の釘鐸を付けるか、その上部に

は 文地の湯口の跡らしきものが残る。舌は欠失。

風鐸は堂I苔の屋根の四隅の軒先や塔の相輔に吊るさ

れ、舌にあだる風で音を発する荘厳、究音具である。大

きさなどからおそらくこれは軒先に吊り下げられていだ

ものであろう。三段からなる花先形の裾の花弁の形が¥

室町時代前期の干葉・笠森寺の釣燈寵の笠の花先形と類

似しており、その頃の製作と見られる。

(調査者東京国立博物館金工室長原田一敏〉

2 .その他の調査

文化財保護課では、市民からの要望にお答えして、各

種文化財の調査を行っています。平成8年度に実施しだ
調査結果の一部を報告します。

(1) 新堀町内の石造(ム調査

これは前橋市新堀町内の角田氏宅地内に所在する石仏

である。法量は全高ガ73cm、像高60cm，顔高18cm、肩幅
33cmです。像容は如意輪観音の立像で面六胃、頭部に
化仏を載せています。蓮華合掌印を組んであり、他の手

は、三又戟と宝珠を持っています。

厄除け観音として、江戸時代から地元で信仰されてき

だものです。

銘文 奉造 田村部兵工門

田村八郎丞

貞享五年辰園

九月十四日百沢六在工門

(2) 文京町四丁目八坂神社扉風調査
六曲罪風一双

「晴耕雨読図」と思われる。

行年七十三歳

東湯軒白水

石双

水行図

耕作中読書図

板船就航図

在双

鎌で草刈図

巻物運搬図

草庵読書図

左双裏

福寿竹

虎晴興風

柿風気岸柳

松添来寿

一7

来鳴行年寿

農耕総図

安政三年竜集丙辰初夏期日

臆需月酒主人画

蓋嘗観於富人之稼乎真田美市多其食足而育韓其

田美而多則可以霊休而力地得完其食足而育館則

種之常不後時而欽之常及其熱改富人之稼常美少

秋而多貫久蔵而不腐今吾十日之家而共百畝之田

寸々而取之日夜以堅之鋤獲支相尋於上者如魚

鱗而地力圏実種之常不及時而欽之常不待其熱此

量能復育美稼哉百之人其オ非育大過今之人也真

平居所以自養而不貫主軽用以待其成閏々霜如嬰児

之望長也弱者養之以至於剛虚者養之以至於充三

十雨後仕五十而後爵信於久屈之中市田於既足之

後流於既溢之官京而発於持満之来此古之君子所以

大過人而今之君子所以不久也吉少也育志於撃不

幸而早得興吾子同年吾子之得亦不可謂不早也吾

舎難欲自以謁不足而衆目安推之笑鴫呼吾子真去

此而務事也哉博事而約取厚積而薄発吾告吾子止

於此美子時過京師而門罵育日開子由者吾弟也其

加以是語之

理拝居老人書

(3) 山形の鋳物師善用について

平成9年4月21白け1"1でR前橋市指定重要文化問となっ
疋光巌寺の三具足の内、香炉の底にあつだ善用について

謂査を行いましだ。

山形は城下町であるとともに、鋳物の産地としても育

名で窃つだ。記録に残っているだけでhも、110人の鋳物師
の名前がある。現在でも銅町に鷲鐘っくりなど鋳物工業

ガ続いている。

言い伝えによれば、延文元年(1356)足利氏の一族斯波
家兼の次男兼頼ガ陸奥の大崎より移り、羽州探題として

居館を営み、子孫は最よ氏を粧しだ。この時、九名の鋳

物師が山形城建設に必要な昂を供給し疋といわれてい

る。この九人のうちの一人に庄司清吉の名前がある。し

かし、山形市鋼町の迎接寺の過去帳によれば初代清吉の

没年は延宝四年(1676)で、斯波兼頼の山形入部より三百
年後のことになる。

庄司清吉(屋号は佐野屋〉は元手口元年(1615)ころ、京都
まで出向いて鋳造の先進地を見学し¥はじめて銅町に左

足らをもだらしだ。そして、唐金鋳物を造つ疋最初の人

といわれ、近世まで「佐野屋大黒Jなどと呼ばれて作田
がもてはやされ定。

圧司j青吉ないし善用の名前ガ残る荒鐘としては決の七

口の記録がある。左足、し、いずれも太平洋戦争中の金属

回収で供出して現物は残っていない。



西村山郡西里村永昌寺(現、河北町〉

「庄司清吉藤原善用 享和三年二月二十日」

飽沼郡東平田村延命寺(現、酒田市〉

「藤原善用文政七年」

西村山郡溝延村宝泉寺(現、河北町〉

「山形庄司清吉藤原善用作文政十年」

飽海部田沢村冷泉寺(現、平田町〉

「庄司清吉天保二年」

北村山郡戸沢村照覚寺(現、村山市〉

「庄司清吉藤原善用 弘化四年」

東村山郡干布村長龍寺(現、天童市〉

「庄司清吉嘉ま五年」

北村山郡大石田町善翁寺(現、大石田町〉

「山形御用鋳物師庄司清吉藤原善用作」

参考文献

『幻の究鐘J小形利吉昭和51年高陽堂書居
大石田町立歴史民俗資料館 関淳一氏教示
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皿新指定文化財紹介

1 .石山寺蒔絵机

-区分

・記号番号

・指定年月日

.所在地

・所育者

・管理者

寺巌光
寸

f
f

n
H
U
 

自

社

別

総
月
町

周

4
社

化
口
吉
年
総

文

汁

9
市

寺

寺

要

第

成

橋

巌

最

重

重

平

前

光

光

-概要

天板の左右町端に幅広の筆返しをつけだ大型の机。天

板の裏に受木を打ち、四本の角形の脚柱をつけ、地摺の

板で受ける。それぞれの脚の聞には、補強の疋めには各

二本の貫を廻らしている。

総体詰梨地。金の高蒔結、薄肉高蒔絵を基調に、青金

蒔結、切金などを受えて文様を描く。月は銀の金貝で表

されていだとみられるが、現状では欠失している。

天板のJ二酉に描かれだ文様は、いわゆる近江八景のう
ち、石山周辺の景観を描い疋もので、在上方には月明に

浮かぶ石山寺の堂揺を、右下万には瀬田の橋を配してい

る。石山寺については、紫式部ガ源氏物語の執筆にあ芝

つだ際参寵しだ、という伝説があり、そのだめか、硯箱、

料紙箱、書輩笥といつだ文房具の画題として石山寺ガ登

場する例が数多くみられる。その作田もその範障に入る

ものであろう。

なお、この机は、金や青金(金と銀の合金〉を多用して

豪華に飾られているが、元禄期以降に流行しだこのよう

な様式を、時の将軍御 11綱吉の院号に因んで常憲院時代

物などと称する。

江戸時代、 18世紀前半の作目。大名家から菩提寺へ寄
(寸されだものであり、工芸晶としても大変すぐれてい

る。

法量

幅93.6cm 奥行39.5cm 高28.8cm

-9-



2 .三具足
ひと そろえ

目
3・電

-区分

・記号番号

・指定年月日

.所在地

・所有者

・管理者

重要文化財

重第72号
平成9年4月21日
前橋市総社町総社1607 光巌寺
光巌寺

光巌寺

-概要

仏への基本的な供養として香、花、燈の三つがあげら

れるが、それを献ずるだめの香炉、花瓶、燭台を一具と

しだものを三具足と呼んでいる。当初から一具とする三

具足は鎌窟時代、ネ単宗とともに中国からもだらされ定。

三具足は一異とするだめに、同ーの文様で加飾される

のが基本であり、本作目も蓮葉、囚花菱輔違文、青海波、

亀甲地に桔檀文、それに秋元家の家紋である五葉木瓜紋

を主要な文様として統 している。総体に文様ガ細部ま

でよく鋳出されていて、江戸時代の三具足としては出来

がすぐれている。

香炉の島の底裏に「羽州善用作」の線刻銘があるが、

この善用は羽州山形の鋳物師で、文政十年(1827)西村部
河北町宝泉寺の荒鐘や北村山郡大石田町善翁寺の党鐘

(山形御用鋳物師庄司清吉藤原善周作〉など六口の荒鐘

に名を残している。だだ、し第二次世界大戦末期の金属回

収で供出し、現存していない。善用は藩の御用鋳物師と

A 

みえること、文政の時代などを勘案すると、この時期の

山形藩主は秋元久朝であり、秋元家の御用鋳物師であっ

疋と考えられる。ま疋、この三具足を所蔵する光最寺は、

文化七年(1810)火災にあって建物のほとんどを焼失して
いるので、おそらく日領主の秋元氏ガ菩提寺である光巌

寺の再建にあたって善用に作らせ寄進し疋ものと考えら

れる。

江戸時代、 19世紀初頭の銅鋳物製日。製作年代、伝来
の経過がわかり、なあかつ工芸冒としても大変すぐれて

いる。

法量

香炉 総高 26.3cm 島高16.5cm
車口径14.8cm

花瓶 高 29.6cm 口径26.3cm
底径 20.0cm 

燭台 高 50.8cm 台径16.7cm

ハり
T
4ム



わくちうりがたかま でんあしゃ いっこう つけたりきわめがきさんつう

3 .輸ロ瓜形釜伝芦屋一口附極め書3通

-区分 重要文化財

-記号番号 重第73号
-指定年月日平成9年4月21白
-所在地 前橋市総社町総社1607 光巌寺
-所育者 光巌寺

-管理者 光巌寺

-概要

口作りは低く、わずかに繰口風に端反りがみられる。

鐸付は半円状の遠山。島は縦に十二個の筋をいれ、総体

|こ瓜形となる。下半は後底。唐金一文字蓋(つまみは茶

の実、透し入り、座金五弁花〉。

古来、天命(てんみよう〉とともに茶の湯釜の産地とし

て名高い芦屋で作られだと伝える釜。江戸時代を代表す

る釜師である大西家、堀山城家のこの釜ガ芦屋で作られ

疋とする内容の三通の極め書ガ附属する。

芦屋は現在の福岡県芦屋町、ここは遠賀川河口に栄え

疋地で、茶の湯釜の生産地として名高く、その釜は室町

時代は京都を中山に武家、貴族、僧侶疋ちの閏で賞用さ

れだ。芦屋釜の特徴は一般的に真形(しんなり〉と呼ばれ

る端正な姿、続肌ともよばれる滑らかで光沢のある肌、

そして給画的な文様を繊細に表すことなどである。しか

し、この瓜の釜にはそうしだ芦屋釜の特徴と見えるとこ

ろは全くなく、どうしてこの極めがつい疋か理解し難い。

芦屋とともに賞用されだ天命釜は下野天命(栃木県佐野

市〉で作られだものだが、その特徴は芦屋釜とは対照的

に、独創的な形、岩肌、荒肌ともよばれるごつごつとし

疋肌、文様を表さないことなどがあげられる。作風的に

は、むしろこの瓜釜は天命釜とみえるものである。

室町時代、16世紀後半の作自で、古来芦屋の釜として
呼ばれてきだものであるが、天命釜と害えられる。工芸

田として大変すぐれている。

法量

高19.8cm 口径12.4cm胴径21.0cm

ー
i
吋
』
ム



4.不二山古墳

-区分

・記号番号

・指定年月日

.所在地

史跡

史第18号
平成9年4月21日
前橋市文京町三丁目151番6
562m2 

前橋市

前橋市(文化財保護課)

-所育者

・管理者

-概要

上毛古墳綜覧に前橋市第2号として登録されている古
墳である。

以前は畑地で、あっ疋ガ、昭和30年頃ガら宅地化ガ進み、
周囲を住宅ガ囲んでいる。貫Eの北と西の一部は削られ
るが、辛うじて形を保っている。後円部南側に横穴式石

室ガ閉口していだが、現在は埋められている。

昭和29年の群馬大学史学研究室の調査によれば、やや
小型の前方後円墳である。横穴式石室は間袖形で、石材

は角閃石安山岩で、長めの丸石の五面を削り、壁石とす

る。積み万は互目積である。現在は安全の疋めふさいで、

ある。

盗掘されてい疋だめ出土遺物の全容はあきらかではな

いが、冠、直万、槍、鉄鯨、耳輔、玉など県内の代表的

遺白ガ含まれる。これらの遺物は群馬大学に保管されて

いる。冠のしっかりしだものの出土は、県内では前橋市

山王町金冠塚古墳に次いで二例目である。

ま疋、この古墳の形状は、南側600mの国指定史跡天川
二子百墳と相似形でその比は一対二となっている。この

ことは、両者に共通の古墳の設計ないしは企画があつだ

ことを示陵している。

平成8年9月に後円部である151番地6の土地が所育
者の駒井まささんより寄位され、市の所有地となっ疋。

古墳前方部の土地は民育地である。

古墳の構築時期は6世紀末と考えられ、朝倉、広瀬古
墳群の中でも代表的な百墳であり、出土遺物も優秀であ

る。

法量

全長 54.5m 後円部径31.5m 高さ7m
前万部幅 35m 高さ 6m 
石室全長 8.8m 玄室長さ 4.7m
奥幅 3.05m 前幅 2.6m 
羨道長さ 4.1m 奥幅 1.53m 前幅1.28m

円

4
1
E
A
 



5.総社神社の社叢けやき 6本

-区分

・記号番号

・指定年月日

.所在地

・所有者

・管理者

づ
，
J

7
/
 

日

m
m
町

月

社

物

4
総

会
口
吉
年
元
社
社

記

2

9
市

神

神

然

第

成

橋

社

社

天

天

平

前

総

総

市内の社寺の境内地の樹木としては、残りがよく、神

社の森を形成している。

-概要

総社神社は、よ野国の神社549社を集めて杷つ疋神社
で、~禄年間 (1560年頃〉に兵火を受けて、西北 1kmの位
置から現在地に遷宮され疋との社伝がある。

境内地には、イチョウやけやきの巨木をはじめ、100本
以上の樹木ガ茂っている。樹高も20mから30mと高<、
遠くからでも神社の森を望むことができる。

境内中央の番大きいけやきの木は目通りの聞が6m
あり、倒神木となっている。他に周ガ3mを越えるけや
きが15本あり、そのうち特に巨木6本を指定物件としだ。
古い結図をみると、神社の北側には池があり、境内地

には樹木ガうっそうと茂っていだようすがわかる。

現在は樹木はやや少なくなっているが、社叢を保って

いる。

なあ、ここは¥平成6年3月29日間けで、 4900m'の境
内地ガ前橋市保存樹木の樹林地第6号として指定されて
いる。
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lV文化財保護事業

1 .保護管理運営事業

本市に荏在する豊かな文化財を保護し、活用するだめ

に、平成8年度において、決のような事業を実施いだし
まし疋。

(1) 国育文化財管理

国指定史跡の(総社〉二子山古墳と(天}11)二子山古墳

は、それぞれ地元の田中勝さんと堀口和四郎さんを国育

文化財監視人にお願いし、日常管理を実施しましだ。

ま芝、除草作業や清掃作業等については、地元の総社

地区史跡愛存会と前橋市連合青年団の万々の協力を得て

実施い疋しましだ。

( 2 ) 国・県・市指定文化財管理

市内には、国指定文化財ガ21件、県指定のものが39件、
市指定のものが106件あり合計166件の指定文化財があり

ます。

各文化財には、標柱と説明板を設置し、これらの史跡

を訪ねる人々の利便を図っております。

①指定区分割文化財(9. 4. 21現在〉

区分 重 史 天 無 民 童美 4E2コ2、

要 然 形 俗

文 言己 文 文 1缶
イ七 五ム昆 イじ 化

種別 ~.il 跡 物 期 財 要日 計

国指定 3 11 。。6 21 
県指定 33 5 。。 。39 
市指定 72 17 2 7 B 。106 
合計 108 33 3 7 日 6 166 

一
②時代区分別文化財(9 .4.21現在〉

指定別 4EEコb 計

(件数〕 国指定 県指定 市指定

時代別 件数 割合%

天 然 。 2 3 1.8 
原 始 。 。
古 イ吃 14 3 15 32 

中 t壁 3 19 31 53 31.9 

近 世 2 13 38 53 31.9 

近 代 。 3 6 8 4.8 
民 俗 。 15 16 9.7 

4E2コh 計 21 39 106 166 100 

(3) 史跡の除草・清掃事業

市内各地区に奇在する史跡において、市ガ直接管理す

べきものについて¥地元自治会やシルパ人材センター、

業者に除草・清掃作業を委託し史跡ガ美しく保だれるよ

うに作業を実施しまし疋。

実施箇所等は、下記の表の通りです。

番号 物件名 区分 所 在 面積

亀塚山古墳 市指定史跡 山王町1-28-3 2，484m' 

金冠塚古墳 市指定史跡 山王町1-13-3 2，407m' 

今井神社古墳 市指定史跡 今井町818 3，000m' 

車橋門跡 市指定史跡 大手町2-5-3 400m' 

酒井家歴代墓地 市指定史跡 紅雲町2-8 -15 3，800m' 

天神山古墳 県指定史跡 広瀬町ト27-7 7却m'

八幡山古墳 国指定史跡 朝重fflJ4-9-3他 15，081m' 

8 前二子古墳 国指定史跡 西大室町2659他 11，0回m'

中二子古墳 国指定史跡
東大室町五料 16，000m' 

↑501 

10 後二子古墳 国指定史跡 西大室町内堀 12，2田m'2616-1他

11 蛇穴山古墳 国指定史跡
総社町総社

1，793m' 1587-2 

12 宝塔山古墳 国指定史跡 総社面総社1606 2，204m' 

13 女 堀 国指定史跡 東大室町・一之 16，732m' 
宮町・甑土井町

言十 87，田2m'

(4) 文化財パトロール
市内を5地区に分け、各地区に?名の文化財保護指導

員を委嘱し、指定文化財を中山に文化財パトロールを実

施してきまし疋。

平成8年度より事業量の増加により 7地区ふやし、 6
人の指導員さんにより実施することになりまし疋。

文化財パトロ ルの結果は、月に1~2 回程度文化財
保護課に報告してい疋だき、管理していく上での情報を

伝えていだだ、きました。その疋め、緊急事態に対処する

ことができまし疋。
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各地区の文化財保護指導員は、下記の表の通りです。

旭区 氏 名 (主 所 電話

中 央 福島守次 天川大島町

総社 清里 関口淳七 総社町総社

東元総社他 中島孝雄 石倉町

広瀬 山王 関根辰雄 山王町一丁目

芳賀 南橘 栗原案雄 荒紋町

蛾 南 森村伊勢雄 富田町

(5) 前橋市蚕糸記意館の整備及び管理

この建物は明治45年国立原蚕種製造所の本館として建
てられだもので、工ンタシス状の玄関の角柱、レンガ積

みの基礎、高い天井、大壁造、横箱目地板張など明治時

代の代表的洋風建物であり、昭和56年県指定重要文化財
に指定されまし定。

翌57年蚕糸記急館として一般公開され、ここには養蚕、
製糸関係の昂々が展示されており、毎年多くの入館者で

にぎわっています。

. 

前橋市査糸記窓会館

( 6 ) 後援・共催
都~元歴史まつり

後援、平成8年刊月9.16・17日
近代化遺産保葎キャンペーン

後援、平成 8 年10月22日~11月 3 日
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2 .整備事業

(1) 歴史観歩道整備事業

平成8年度は、総社・元総社歴史叡歩道案内表示板等
増強工事、総社資料館(案内・休憩施設〉西倉改修工事を

始め、'lJ<の事業を実施しまし疋。

尚、新猷歩道 (城南歴史叡歩道〉計画については、他事

業との関連を酌案しつつ、 基本構想策定に向け、引き続

き基礎調査 ・事業方針等の横討を進めています。

①総社 ・元総社歴史甑歩道案内表示板等増強工事

見学者及びその受通手段等の多様化に応ずる手立てと

して、甑歩道内適所に分かりゃすさに配慮した案内表示

板(4力所〉、イラストマップ案内板(総社資料館敷地内〉
を増強整備しまし疋。

②総社資料館(案内 ・休憩施設〉西倉改修工事

融歩道拠点として昨年オープンしだ総社資料館施設の

の一層の充実を図る芝め¥西富改修工事 (床張、内部改

装等〉を実施しましだ。今後展示等も工夫し、見学者の

方々により親しまれる資料館運営に努めてまいります。

③総社資料館(案内・休憩施設〉駐車場用地借用

資料館運営の一環として、資料館の南側に見学者用駐

車場 (普通車対応〉を確保しましだ。

④総社・元総社歴史観歩道ガイドマップ改訂・増刷

地図、写真、記載事項等の見直しを行い、改訂版とし

て2.000部増刷しまし疋。
⑤ 「第7回秋元歴史まつり」 への協力(竹月9・16・17日〉
今年度は、3年ぶりに武者行列が復活し、鎧・兜に身を
包んだ武者達ガ出陣式と行列で勇壮な戦国総巷を繰り広

げましだ。ま芝、新保一美氏による講演「元総社の歴史と

風俗J、郷土芸能「大友太鼓、明神太鼓Jの公開等多彩な
催しが執り行われ、約25.000名の参加者で賑わいましだ。

「総社 ・元総社歴史叡歩道案内表示板等増強」

「第7回秋元歴史まつり」

年次計画

昭和62~
平成8年度 平成9年度以降

平成7年度

資 料 館 企画 -調査 管理-運営 管理運営

敷地、建物借上 整備〔改修〉工事

基本構想

基本設計

実施設計

展示設言十

整備工事

展示、開館

(管理 -運営〉

案内表示 道路路面プレ 案内表示板等設 案内表示板

ト等設置 (85墓〉 置 (5墓〉 等設置

(90基程度)

叡歩マップ 敵歩マップ ・ガイ 敵歩マ、yプ 叡歩マップガ

ガイドブック ドブ、yク 改訂・増補 イドブック

作成・増補 作成 ・増繍

イラストマップ

原図作成

指定復原図 図版原稿作成 推定復原函

説明板設置 説明板設置(1n喜〕 説明板等設置

(5基程度〕

便益施設整備 用地借用 用地借用 用地信用等

新叡歩道計画 企画・調査 企画・調査 企画調査~

基本構想

( 2 ) 二子山古墳(総社)修復工事
平成6年度より、前橋市総社町植野にある国指定史跡
二子山古墳の崩落箇所をはじめとしだ遺構 ・保奇施設の

修復工事|こあ足っています。今年度は¥崩落により前方

部石室内及び開口部前面に堆積し疋土砂を除去し、見学

しやすい状態lこ回復しましだ。ま疋、崩落の著しく進ん
だその閏辺斜面に盛土、土留板設置等の崩落防止工を施

しましだ。この工事lこついては、現状を鑑み十分な養生

期間の後、'lJ<年度以降段階的な施工を実施していきだい

と考えています。この他、前万部数箇所にも盛土 ・植栽

等の修復工事を施しました。

「二子山古漬(総社)修復状況」
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( 3 )文化財標柱・説明板・案内板等設置工事
平成8年度は、次に挙げる指定文化財・史跡の標柱等
の新設、立て替えを実施しましだ。昨年度に引き続き標

柱には御影石、説明板にはステンレス材を使用し、耐久

性を高めるよう工夫するとともに、実際に自にすること

のできないものについては、写真等を挿入するなどの配

慮を施しましだ。まだ、本年度は、新設、既設の説明板

(11墓〉に昭和62年度より実施している文化財愛護作昂コ
ンクール標語の部の優秀作田を記載しだ標語板を取り出

けまし疋。文化財への愛護、理解啓発への一助となれば

幸いです。

※標柱の新設・立て替え....・H ・.4墓
①市指定重要文化悶「小島田の供養碑J (小島田町〉
②市指定史跡「高須家墓地J (三河町〉

③県指定重要文化財「総社本上野国神名帳巷・総社神

社懸仏二面・総社神社雲版一面J (総社神社〉

④市指定重要文化財「総社神社拝殿」・市指定重要無形

民俗文化財「総社神社の筒粥置炭式J (総社神社〉

※説明板の新設・立て替え…・・・6墓

⑦市指定重要文化財「小島田の供養碑J (小島田町〉
②市指定重要無形文化財「春日神社太々神楽J(春日神社〉

③市指定重要文化財「廃覚動寺宝塔・阿部陀三尊画像板

碑J (棄明院〉

④市指定重要文化財「東福寺鰐口J (東福寺〉

⑤市指定重要文化財「江木の宝塔J(金蔵院共同墓地内〉
⑦市指定史跡「新田塚古墳J (よ泉町〉

「標柱・説明板の立て替え(小島田の供養碑)J

「標柱の新設(高須家墓地)J

「説明板の立て替え(春日神社太々神楽)J

「説明板の立て替え(廃覚動寺宝潜・阿弥陀三尊画像板碑)J

( 4 )史跡境界杭設置工事
平成8年度は、国指定史跡女堀(二之宮地区〉の境界位
置を復元しまし疋。

「国指定史跡女堀(二之宮地区、県道泊い)J

「境界杭打設状況」
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3.普及事業

(り第22目前橋市文化財展
- 日時平成 8 年竹田 2 日(土)~12月 8 日(日〉

・会場前橋市中央公民館 ?階口ビ

-テーマ 出土自に見る前橋の歴史

一最近の発掘調査から一

前橋市教育委員会のほか群馬県教育委員会や群馬県埋

蔵文化財調査事業団ガ、ここ10年間に市内で発掘調査し
疋出土日の中から、本市の歴史を知る上で注目される出

土日を中山に、日石器時代ガら江戸時代まで13のコーナ
(テマ〉を設定し、 38遺跡601点(出土日530点、写真・
パネル等71点〉の資料を展示しましだ。
ま芝、期間中、 2.222人の万に見ていだだき、文化財保
護課職員ガ展示物の案内 ・説明や、文化財一般に対する

質問等にもお答えしましだ。

( 2 ) 文化財愛護ポスターの作成
児童・生徒の文化財に対する愛護の気持ちを培うだめ

に文化財愛護作自コンク jレ(標語と絵画〉と、その最優

芸作田による文化財愛護ポスタ 作成を:y:互に隔年実施

しています。

今年度は、ポスター作成の年として、昨年度実施しだ

第7回文化財愛護作田コンクール標語の部市長賞(久保
田常紀・桂萱東/J15年〉と総画の部市長賞(後閑久昌・」二

川淵小6年〉を使い¥文化財愛護ポスターを作成しまし

だ。ポスターは、市内小・中学枝及び公民館、文化財管

理者などに配布しましだ。

( 3 ) 発掘調査等の現地説明会
・期日平成8年10月27日(日〉
-会場大室公園内発掘調査現場・民家移築現場

前橋市では、すぐれ疋自然景観で知られる赤城南麓の

大室の地に 「大室公園」の建設を進めています。

これに伴って発掘調査の行われている国指定史跡の小

二子古墳、 M4号墳、日石器の調査の公開並びに説明、
そして出土日の展示をいだしましだ。ま芝、併せて日関

根家住宅(赤城型民家〉の移築状況も見てい疋だ、きまし

だ。

素晴らしい棋晴れに恵まれ、県内外から約300名の人ガ
訪れ、熱J山に見学しましだ。

( 4 ) 第24目前橋郷土芸能大会
-日時平成8年刊月9日(土〉

午後 2 時~4 時半

・会 場前橋市民文化会館小ホール

市内に伝わる郷土芸能を保護 ・育成し、広<公開する

ことにより市民文化の向上を図ることを目的に¥開催し

ました。

本年度は6団体に公演していだだきましだが、市外か
らの出演者もあり、まだ熱演で市内外の来館者約500人を
大いにわかせましだ。

0公演および出演団体

自U橋鳶木遣・纏振り 保存会(城東町〉

東蓄の Jg甲子舞 保存会(東善町〕

土青梨子の盆踊り 自治会〔上青梨子町〉

上州馬子唄 椛沢芳月さん他2名 〔富士見村〉

住吉祭り隣子 保存会〔住吉町一丁目〕

総社神社太々神楽 保存会〔冗総社町〉
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( 5 )第何回文化財普及講座
-テーマ前橋における歴史の転換点

最近の発掘調査から一

-会場前橋市中央公民館第2学習室
本年度の講座は、最近の発掘調査で明らかになってき

疋前橋の歴史のうち、時に変革期に着目して、時代の特

色と前後の時代層を浮き彫りにするとともに、併せて市

内の遺跡の重要性と歴史を学ぶ楽しさを理解してい左足、

けるよう計画しましだ。また、この講座では、文化財展

と併せて同じ会場で開催し、展示と一体の理解しやすい

講座を目指しましだ。

固 期日 ア マ 講 師

11/2 日石器人あらわれる 津島秀章 !

-西大室内癌遺跡群から考えるー (県埋文調査センタ ) I 

2 11/16 古墳時代が終わる 石島利夫
一総社愛宕山古墳から考えるー (県埋文調査センター)

3 11/23 法と役人の時代はじまる 松田 1孟
一宮街関連遺跡から考えるー (県文化財保護課〉

4 11/30 酒井氏の時代がはじまる 桜岡正信
一前橋奴遺跡から蓄えるー (県浬文調査事業団〕

( 6 ) 郷土芸能映犠記録保存事業
郷土芸能は畏い伝統に培われだにもかかわらず¥次の

世代への伝承ガ危ぶまれる状況にあります。そこで、特

に前橋市指定の重要無形文化財の郷土芸能の正確な継承

と市民への普及活動を目的として、道具や演技の方法、

しぐさ、間合いなど一挙一動、声なども細かく記録する

疋め、 VTR専門業者に撮影・編集を委託し、レ ザー・
ディスクにしてま久保奇を図ることとしましだ。今年は

その第一年目として、市東部の泉沢町に伝わる稲荷藤節

を収録しまし疋。

(7) 文化財めぐりパンフレット

史跡めぐりを通して前橋の歴史と地域の文化を学13'¥だ

めに活用していだだいていますが、毎年好評をもって迎

えられ、今年も残部ガ少なくなってしまいましだ。そこ

で、全6コース(総社、元総社、城南、広瀬・朝倉、芳賀・
桂萱、旧沼田街道沿しりを増刷い疋しましだ。

増刷に当だっては、新しく指定となっ疋文化財をつけ

加えるとともに、標語も今年度実施し疋文化財愛護作田

コンクールで受賞し疋優案作自に替えまし定。

( 8 ) 教材開発事業
学校教育や社会教育で活用されることを目的として、

2か年で?テーマの歴史・文化財スライドを作成してい
ます。

今年度からは、「前橋の郷土芸能」をテーマとし、市内

各地に伝わる郷土芸能を紹介するスライド全40コマのう
ち、 23コマ分を作成しまし定。
( 9 ) 各種講座、史跡・文化財めぐりへの講師派遣
地区公民館主宰の生涯学習や各種団体の学習、小学枝

の社会科見学、自治会・老人会の地域の史跡めぐり研究

会の講師など、年間で約30件の依頼ガありましだ。のぺ
約七000人の方に、豊かな前橋の文化財と地域の歴史を理
解していだだ、きまし疋。

(10) 文化財防火デー

昭和24年7月26日に奈良県法隆寺の金堂壁画ガ焼失し
疋ことをきっかけに、毎年実施されている文化財防火デ

ーは、舎年度で第43回目になりましだ。
今回も前橋市消防本部と協力して、下記の消防演習や

指定文化財所在地の立入横査を行いましだ。

[消防演習] 1月24日 前橋八幡宮

[立入横査] 1月24日
日蚕糸試験場事務棟、日戸メリ力ン・ポ ド宣教師館、

妙安寺、東照宮、源英寺、東福寺、臨江闇本館・茶室・

別館、神明宮の甲胃(市立図書館〉、孝顕寺、円満寺、駒

形午頭天王の獅子頭、慈照院、無量寿寺、二宮赤城神社、

産泰神社、総社神社、光最寺、徳蔵寺、大徳寺、日輔寺、

善勝寺、上泉郷蔵

(竹) 文化財資料の貸出

本年度の文化財資料の貸出は、市内小学枝、県内外の

博物館・資料館・出版社など、 21件(内、写真資料16件〉
でし疋。主なものは次の通りです。

貸出資料 貸 出 先

山王廃寺瓦等 群馬県立歴史博物館

高崎観音塚考古資料館

大室 3古漬撞舗等 群馬県立歴史博物館

しもつけ風土記のE

頭無遣問l細石器 石器文化研究会

(12) 文化財保存団体助成
史跡の清掃や標柱の設置、郷土芸能の継承など、市内

で文化財の保護・保寄の定めに活動している次の文化財

保存団体に、本年度も補助金の田成をしましだ。

・総社地区史跡愛存会

・荒砥史談会

・前橋市郷土芸能連絡協議会

(13) 産泰神社の保存修理事業

昨年度より、群馬県指定重要文化財の産泰神社の保存

修理と防災設備の新設と年次計画により実施しています。

今年度は、幣殿と神門の工事を実施しまし定。

|平成7年度|本殿拝殿工事

l平成8年度|幣殿神門工事
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4.埋蔵文化財調査事業

平成8年度の発掘調査をふりかえって

平成8年度は14力所の発掘調査が行われだ。発掘調査
は公共開発に伴うもので、調査原因は、史跡整備?件、

公園整備?件、区画整理4件、土地改良7件、道路改良
5件、水道施設什牛、公民館建設刊牛、市営住宅T件で
ある。調査の総面積は42.424.74m'を測る。西大室町の小
二子古墳では、史跡整備に伴い、古墳の範囲規模の確認

のほか、石室の調査を行い、多くの埴輔や土器ガ出土し

疋。同じく西大室町の内堀遺跡群IXでは、公園整備に伴
い発掘調査が行われ、!日石器や古墳時代の住居跡、平安

時代の地割れなどが横出されだ。総社町の大屋敷V遺跡
では区画整理に伴い発掘調査が行われ、古墳時代から平

安時代の住居跡などが横出され疋。本年度調査で大屋票日

遺跡の調査は終了し疋。上野国分寺参道遺跡では、土地

改良に伴い発掘調査が行われだ。古墳時代から平安時代

にかけての住居跡などが横出されだ。国分寺の南に位置

するが、遺跡の名称ともなっている国分寺参道は横出さ

れなかっ疋。元総社町の元総社明神XIII遺跡では、古墳
時代と平安時代の住居跡ガ横出され疋。昭和57年から行
われだ元総社明神遺跡の調査は¥数々の成果をあげて本

年度で終了しだ。箱田町の稲荷遺跡では道路改良に伴い

発掘調査が行われ、古墳時代と平安時代の水田跡などが

横出されだ。六供町の六供下堂木 11遺跡では、道路改良

に伴い発掘調査が行われ、古墳時代の水田跡と住居跡、

平安時代の水田跡ガ横出されだ。宮地町の宮地中田遺跡

では、道昭改良に伴い発掘調査が行われ、平安時代の水

田跡ガ横出されだ。近年、前橋南部での水田跡の調査件

数ガ増加している。富田町の稲荷前遺跡では、水道施設

建設に伴い発掘調査が行われ定。調査の結果古墳2基と
古墳時代住居跡等ガ横出されだ。小坂子町の小坂子油田・

IJ ¥坂子油田 11遺跡では、道路改良に伴い発掘調査が行わ
れ、古墳3墓、縄文時代の陥し穴などが横出されだ。鶴
光路町の鶴光路練ヨ|遺跡では公民館建設に伴い発掘調査

ガ行われ、平安時代の水田跡ガ横出された。広瀬町の広

瀬古墳群(神明〉は市営建設に伴い発掘調査が実施され、

古墳?基ガ横出されだ。文京町の天川二子山古墳 11では、

区画整理に伴い発掘調査が行われ¥天!I仁子山古墳の掘

の一部ガ横出されだ。

ま芝、平成8年度は39件の市内遺跡による発掘調査が
行われ、 13力所で遺跡が確認され、 5力所ガ調葺され、
5力所ガ調査予定で、3力所は保存協議中である0，その
他5件の確認調査と3件の工事立ち会いが行われだ。
さらに8年度は小二子古墳と内堀遺跡で現地説明会ガ
行われ、多数の市民ガ訪れ疋。小二子古墳の石室と28，000
年前の旧石器は、注目をあびていだ。

小二子古漬石室(上から〉
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平成8年度埋蔵文化財発掘調査一覧表
番号 遺跡ゴド 遺跡名 所在地 調査面種m' 調査原因 調査年月日

8E 竹 同U橋市小子百墳 西大室町2141 647 史跡整備 8. 6. 3~12. 9 

2 8E 竹 内娼遺蹄群IX 西大室町2510他 ↑，497 公園整備 8. 4. 24~12. 2 

3 8A-60 大屋敷V 総社町総本11991他 972 区画整理 8. 5. 8~1 O. 21 

4 8A-77 上野国分寺参道 元総社町字回11153C他 3，635 土地改良 8. 9. 5~竹. 30 

5 8A-76 lt総社明神XIII 冗総社町2407-10 120 区画整理 8. 5. 20~6. 28 

6 8A-78 稲荷 箱田町281-1他 7，372.48 道路改良 8. 7. 24~12. 18 

7 8H-22 六供下堂木II 六供町667-1他 6，636 区画整理 8. 5. 1 ~8. 9 

B 8G-15 宮地中国 宮地町667-1 9，600 道盤改良 8. 12. 2~16 

9 8E-34 稲荷目リ 富田町27-1他 5，073.29 水道施設 8. 8. 15~9. 10 

10 8C-10 小坂子油田I 小坂子町1252-7 2，204.83 道路改良 8.竹. 21~9. 2. 7 

11 8C 竹 小坂子油田II 小坂子町1252-2他 2，577.14 道路改良 9. 1. 29~3. 20 

12 8G-16 鶴光路練引 鶴光路町59-3 1，780 公民館建設 8. 3. 4~9. 3. 28 

13 8H-25 広瀬古墳群(神明〉 広瀬町←丁目12-1 280 市営住宅 8. 10. 1 ~3 

14 8H-24 天ハ!二子山古墳II 文京町二7白地内 30 区画整理 8. 6. 4~7 

市内遺跡 平成8年度試掘調査一覧表
番号 調査地 開発面積m' 調査原因 調査年月日 調 査 結 果

総在町総社1671-1他 990 居舗兼事務所 8. 4. 11 溝跡検出。

六(共町地内 2，503 区画整理 8. 4. 18 水E跡・住居跡模出。六供下堂木II遺跡。

3 1勝島町10ーし竹一3 2，701 事務所等建築 8. 4. 23 遺構・遺物ともに検出されず。

4 富田町地内 6，877 県央第2受水場建設 8. 4. 25 古墳・住唐跡検出。稲荷剛遺跡。

5 荒口町559-1他 3，271 宅地造成 8. 5. 21 遺構・遺物ともに検出されず。

6 鳥羽町151-3 1，633 宅地造成 8. 6. 3 遺構・遺物ともに検出されず。

7 上長磯町282一↑ 1，568 居舗建築 8. 6. 28 遺構・遺物ともに検出されず。

B 嶺町・小坂子町地内 4，200 ふるさと農道建設 8. 7. 30~31 古墳検出。小坂子油田遺跡。

9 鳥取田地内 160，000 土地改良事業 8. 8. 7~8 縄文~平安時代住居跡検出。鳥取福蔵寺遺跡。

10 今井町123-1，124-1 3，003 工事建築 8. 8. 9 遺構・遺物ともに検出されず。

11 大手町三丁目甲40-1他 1，↑74.2 群馬県産業会館建設 8. 8. 13 遺構・遺物ともに検出されず。

12 広瀬町三丁目20他 500 市営住宅建設 8. 9. 5 遺構・遺物ともに検出されず。

13 堀之下回123-1・4 3，410 ガソリンスタンド 8. 8. 30 遺構・遺物ともに検出されず。

14 鳥羽田697-1他 4，429.47 宅地造成 8. 9. 11 遺構・遺物ともに検出されず。

15 大友田丁目13-4'5 1，297.98 教会建築 8. 9. 11 遺構・遺物ともに検出されず。

16 西善町610-1 3，627 農産物加工工場建築 8. 9. 13 遺構・遺物ともに検出されず。

17 上佐鳥町773-1・2，774 6，297 特別養護老人ホーム 8. 9. 13 平安時代水田跡検出。上佐鳥申原日U遺跡。

18 精田町地内 4，264.4 宅地造成 日.9. 19 遺構・遺物ともに検出されず。

19 広瀬町三丁目37-41 400 市営住宅建設 8. 10. 1↑ 遺構・遺物ともに検出されず。

20 東善町地内 649 道路建設 8. 10. 11 住居跡検出。目U田遺跡群の一部

21 江田町字村田819 1，828 戸パート建築 8. 11. 19 遺構・遺物ともに検出されず。

22 古市町307-12他 1，832 宅地造成 8. 11. 19 遺構・遺物ともに検出されず。

23 下新田町311-11也 3，843.35 宅地造成 8. 11. 20 平安時代水田跡検出。下新田中沖遺跡。

24 下新田町627-1他 1，626 宅地造成 8. 11. 20 時代不明畠跡検出。部分的に残存。〔保得〉

25 箱田町1265他 1，691 宅地造成 8. 11. 22 平安時代水田跡模出。部分的に残存。〔保存〉

26 五代町1301-3 2，919 保育園建架 8.↑1. 26 住居跡様出。五代桧峯II遺跡

27 元総社町100-131也 1，707.90 庖舗建築 8. 11. 27 遺構・遺物ともに検出されず。

28 南町三丁目35-3他 2，376目49 事務所建築 8. 12. 2 遺構・遺物ともに検出されず。

29 亀里町540 330 消防団詰所建築 8. 12. 19 遺構・漬物ともに検出されず。

30 鶴光路町59-3他 7，062 下川淵公民館建築 8. 12. 26 平安時代水田跡横出。鶴光路練弓|遺跡。

31 鶴光路町368-3，369-1 1，658 事務所建染 9. 1. 23 平安時代水田跡検出。部分的に残存。〔保存〕

32 東上野町457-3他 10，000.00 市立養護学絞建設 9. 1. 30~31 遺構・遺物ともに検出されず。

33 西片貝町平丁目28-5他 2，531.66 事務所・倉庫建築 9. 2. 5 遺構・遺物ともに検出されず。

34 問屋町10-2他 953.22 事務所建築 9. 3. 3 遺構・遺物ともに検出されず。

35 上長磯町304-1 2，959.00 ドライブイン建築 9. 2. 2↑ 遺構・遺物ともに検出されず。

36 六供町地内 7，950.00 区画整理 9. 3. 6 古墳~早安時代住居跡検出。六供中京安寺遺跡。
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一之宮町1810-1

箱田町1590他

大手町125-1 

市内遺跡外

2 

3 

4 

5 

2 

3 

4 

5 

日

7 

番号

2 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

元総社町-総社町地内

土増田気井町

広瀬町←丁目18

箱田町1590他

l総社町桜ケ田町一3

目リ橋市敷畠町265-21ほか

日リ橋市鳥取町地内

則橋市IJI屋原町972-13ほか

日IJ橋市土佐罵町454-1 

目IJ橋市石倉町14-1

日IJ橋市東善町335-6

翫橋市小屋原町1631-2

所在地

町橋市文京町二丁目14-23

前橋市若宮町二丁目地内

前橋市広瀬町一丁目地内

報告書名

小二子古墳

内堀遺跡群IV

大屋敷遺翻¥v

上野国分寺参道遺跡

元総社明神xm遺跡

稲荷遺跡

六供下堂木遺跡

宮地中田遺跡

稲荷前遺跡

小坂子油田遺跡

市内遺跡調査報告書

710.00C 

16.000 

4，00C 

1，500 

7，672 

保育園建染

道路改良

駐車場造成

区画整理

道路改良

市営住宅建設

道路改良

宅地造成

9. 3. 7 

9. 3. 18 

9. 3. 26 

8. 6. 13~14 

8. 7. 12 

8. 7. 29 

8. 11. 29 

9. 1. 7 

遺構・遺物とも検出されず。

遺構・遺物ともに様出されず。

遺構・遺物ともに検出されず。

遺跡地〔宅地遺跡〕

遺跡地〔中原遺跡跡〉

遺跡地〔広瀬古漬群〉

遺構・遺物検出されず

遺構・遺物検出されず

平成8年度表面調査一覧表

162.93 不動産売貝 8. 4. 19 遺構・遺物検出されず

160，000 土地改良事業 8. 6. 21 遺蹴地〔鳥取福蔵寺遺跡〉

1，652 居舗建設工事 8. 7. 2 遺構・遺物横出されず

1，255.63 巴舗建設工事 8. 7. 8 遺構・遺物横出されず

1，055 宅地造成工事 9. 2. 14 遺構遺物横出されず

1，636 事務所・倉庫建染工事 9. 2. 20 遺跡地(保存協議中〕

1，064 建築工事 9. 2. 20 

平成8年度工事立会調査一覧表

開発原因 立会日

区画整理事業 18. 4. 24 

結

遺構・遺物は検出されず

遺構・遺物は検出されず

遺構・遺物は横出されず

市自主宅団地建設 18.5. 15 

市営住宅団地建設 18. 5. 15 

平成年8年度埋蔵文化財調査報告書一覧表

遺跡名 発 1ゴ 者 発行年月日

小二子古墳 前橋市教育委員会 9. 3. 28 

内堀遺跡群内堀遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

大屋敷遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

上野国分寺参道遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

元総社明神遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

稲荷遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

六供下堂木遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

宮地中田遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9. 3. 28 

稲荷前遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 8. 11. 10 

小坂子油田遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 9， 3. 28 

鶴巻山古墳ほか 前橋市教育委員会 9. 3. 28 
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1 .内堀遺跡群
(第9次調査)

守込

遺跡位置図(国主地理院2万5千万分間大胡〉

2 .小二子古墳

遺跡位置図〔国土地理院2万5干万分間大胡〕

事業名大室公園整備事業〔公園緑地課〕

所在地前橋市西大室町2120番地他

調査期間平成 8 年 4 月27日~12月 3 日

担当者前原豊 ・宮内毅

調査直積 1497m' 

調査の経緯公園予定地内の埋蔵文化財

を発掘調査し、公園整備の基礎資料と記録

保存をき十るため公園緑地課から調査の依頼

があった。調査は昭和62年度に着手され、

今年度で10年白を迎える。

立地前橋市の東端、赤減山南麓のE陵

性台地に位置する。北に粕川村、東に赤堀

町が隣接する。公園には、大室4二子古墳

を始め6世紀の豪族館跡である梅木遺跡、

百墳時代前期の周溝墓の上縄引遺跡ガ存在

する。ま芝、東2刷には、昭和4年に東京

帝国博物館の後藤守氏によって調査され

だ赤堀茶臼山古墳が存在する。

A.B地点(内堀遺跡〉 後二子古墳と小二

子百境の北側に予定された管理用道路に伴

う調査であり、東西をA、巳の2地点に分

けた。 A地点からは、縄文時代早期~後期

の土器、石器が数点模出されだ。

B地点からは、古墳時代前期の住居跡4

軒、後期の住居跡7軒、土坑1;昼、溝2条、

818年の大地震による地割れを模出し定。

C地点(下縄ヨ|遺跡〉 五料沼北側に電気用

事業名大室公園史跡整備事業

所在地前橋市西大室町2141番地

調査期間平成 8 年 6 月 3 日~12月 9 日

担当者前原豊・宮内毅

調査面積 365.0m' 

調査の経緯本市では、大室3二子古墳

が所在する大室地区に36.9同の総合公園建

設を計画した。公園用地内には史跡ガ存在

するため、史跡整備が不可欠となり、史跡

整備委員会が組織され、 「史跡整備基本構

想Jが策定され疋。今回の範囲確認調査は

この構想に基づき、史跡の保護・活用・研

究面の資料を収集し、史跡整備の基礎資料

を得ることを目的としている。なお、調査

は平成3年度に後二子古墳から開始され、

平成4年度に前二子古漬、平成5・6年度

の2力年にわたって中二子古墳を実施し

定。そして、平成7年度から今年度ヘ継続

調査として小二子古漬を実施しだ。

立地市の東端、赤城山南麓のE陵性台

地に位置し、北に粕川村、東に赤堀村ガ隣

接する。公園内には大室3二三子古漬をはじ

め豪族居館跡である梅木遺跡等多数存在す

る。近接する多田山E陵には育名な赤堀茶

臼山古墳が存在する。

調査成果小二子古墳は漬E長38m、幅
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ケーブル配管工事に伴う立ち会い調査を行

つだ。平成5年度調査のC区に隣接する調

査区域から、溝1;条と井戸跡等を模出。

D地点(内堀遺跡〉 内堀4号墳の形状、規

模、内容を把握する目的でトレンチ調査を

行った。 6本のトレンチから、墳E長17m、

周堀長25mの2段築成の円墳であることが

判明。また、南東に閉口する石室は、石室

の石が抜き取られ、大きく損壊を受けてい

た。形象壇輸〔人物 ・靭・太刀・馬〉と2条
突帯の円筒壇輸を確認した。

E地点(内堀遺跡〕 平成7年度の調査で民

家園|こ援し疋南CA区〉と東CB区〕の2力所

からAT層下で同一時期に形成され疋旧石

器時代の文化層を模出した。今回はA区に

残されている未調査の部分を対象とし石器

群の全容を解明することができだ。 2カ年

の調査によってA区で319点、 Bで25点、総

数344点の石器が得られた。

F地点(内堀遺跡〉 公園の北西部のE陵は

赤城山の山体崩壊によって形成され疋「流

れ山」であり、粗粒輝石安山岩で信成され

る。安山岩採掘坑は竹力所確認できJ古墳
構築に用いられた石もここから採掘された

ことが推定できる。試掘調査を実施したが、

古墳構築の際に石を採取した穴を検出する

に至らなかった。

30.4m、兆域全長43.9m、幅39.4m、高さ

5.4mで大室の3二子古墳(前二子-中二子

・後二子古墳〉と同じく二段築成の前方後

円墳である。下段漬Eは前万部で4m、後

円部で6mと幅の広い平坦画を育する帆立

貝形であるのに対し、上段墳Eは柄鏡形を

呈している。古漬を巡る周堀は全周するが、

周堀の幅は前方部で狭<浅く、後円部では

逆に広<深い。

石室は半地下式に袖無型横穴式石室であ

る。下段平坦面を一部掘り込んで墳E盛土

量を抑える工夫が見られる。後世に破壊を

受けているが石室内からは直刀、飾り弓金

具、鉄銀、耳環ガ出土した。石室外からは

鍔、鞘口金具、刀子、ガラス製小玉、須恵

器提瓶が見つかっだ。

古墳南側の下段平坦面には円筒題輸列ガ

確認され、 2条の突帯を持つ小型普通円筒

恒輔が2.2mの間隔で設置されてい疋。円筒

壇舗の本数は推定で80~90本である。形象

埴輸については前方部被部から人物 ・馬が

出土し、後円部墳頂からは家・盾・鞠・豊富 ・

靭-大刀ガ出土しており、 8種類26個体ガ

確認された。

古墳築造の時期は出土土器から後二子古

墳と近接する6世紀後半と推定される。



3.上野国分寺参道遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5干万分のT前橋〕

事業名 群馬町営国府南部築土地改良事業

所在地群馬県前橋市元総社町字西川

1530番地地先
調査期間平成 8 年 9 月19日~12月20日
担当者粛藤仁志 ・吉田聖二

調査面積 3，635m' 
調査の経緯平成7年7円、群馬町より
前橋市教育委員会lこ上記事業に伴い土木工
事を実施したい旨、連絡を受けた。同年10
月、前橋市分について、埋蔵文化財調査に

関する協議を行つだ。事業予定地は史跡上

野国分寺跡から南方約200mと近接してお
り遺蹄の重要性は推定できる。群馬町の言十

画する土地改良事業の公共性から協議を行

い、その結果、土地改良事業に先立ち同遺

跡の埋蔵文化財発掘調査を実施することと

なった。

平成8年5月、再協議が行われ、その後
の手続きは前橋市教育委員会ガ組織する前

橋市埋蔵文化財発掘調査団が中山となって

行つだ。同年9月5目、群馬町長と前橋市
埋蔵文化財発掘調査団長との聞で発掘調査

の委託契約ガ締結され、本遺跡の埋蔵文化

財発掘調査を開始するに至った。

立地前橋市市街地(県庁付近〉から利根

川を隔てて西約4kmの地点、前橋市と群馬
町との境に所在する。

染谷川を挟み、史跡上野国分寺跡の南方

に位置する本遺跡は、利根川右岸の榛名山

東南麓に広ガる相馬ケ原扇状地ガ前橋台地

に移行する付近に当疋る。本遺跡の南方に

は県道前橋足門線ガ東西に、東方には関越

自動車道が南北に走る。

本遺跡の周辺に目を向けると、百貨時代

事業名前橋大屋敷地区土地区画整理事

4.大屋穀遺跡V 業(施行者前橋市大屋敷地区

土地区画整理組合〉

所在地前橋市総社町総社199↑他

調査期間平成 8 年 5 月 8 日~10月21 日

担当者粛藤仁志・吉田聖二

調査面積 972m' 

遺跡位置図(国土地理院2万5千万分のT前橋〕

調査の経緯上記事業について平成4年

7月27日に5年間にわたる発掘調査に関す

る覚書が締結され、過去4年間、覚書に基

づき調査が行われてき疋。調査最終年度と

なる今年度は、平成8年4月24日に発掘調

査委託契約が締結され本調査を実施するこ

ととなった。

立地本遺跡は、前橋市街地から北西約

3 kmの位置に所在し、榛名w東南箆に広が
る相馬ケ原扇状地の扇頂部より流下する河

川群のひとつ、八幡川左岸域の標高約123m

の微高地上にある。総社古墳群、上野国府

推定地、山王廃寺等の遺構が近在する。

縄文時代遺物包舎層より、縄文時代中

期の土器・石器を模出したが、遺構は確認

されなかった。

弥生時代なし。

古漬時代古墳時代後半の住唐祉B軒を

模出した。 3窓の透し孔を育する須恵器無

rD
 
つれ“

後期から終末期にかけて築造された総社古

蹟群や白鳳期の建立とされる山王廃寺が本

遺跡の東北に位置し、北東約1.5刷の前橋市
総社町帯は上野圏府の推定地とされてい

る。このことは、本遺跡地ガ古代上野の中

山に位置する地域に舎まれるということを

意味するものである。

古墳時代住居跡?軒を倹出。竃近くか

らは、底部に葉脈の文様をヘラ書きし疋小

ぶりな完形の長胴蚕が床上に伏せられた状

態で出土しだ。同住唐は、出土した遺物な

どから6世紀後半の住居跡であることが判
明した。

古墳時代の遺構の横出は本遺構のみとな

ったが、住居外からは目玉や石製模造白も

出土しており、国分寺創建以前の貴重な資

料と言える。

平安時代住居跡40軒を検出。時期は日
~10世紀のものが主体となる。住居祉の一

辺は 3~4m程度で竃は東壁か南東隅に設
置されるものが多い。検出された29基の竃
のうち少なくとも12墓の竃は、補強材とし
て瓦を使用している点が特徴としてあげら

れる。 H-12号住居跡の竃付近からは、内
黒土器や墨書土器、灰刺陶器などを舎む、

おびただしい量の土器ガ出土し疋。そのう

ち完形面は11点であっ定。
他に特筆すべきものとしては、 H-4号
住居祉から長さ約10cmほどの毛抜き型鉄製
自が出土した。また、上野国分寺跡の調査

で出土し疋文字瓦と共通する文字瓦が7点
確認された。

なお、本遺跡の名初lとなっている参道に

ついては検出には至らなかっ定。

蓋高亦やI不・蓋等の遺物ガ出土している。

奈良・平安時代奈良・平安時代前半の

住居祉5軒を模出。遺物は、亦 ・蚤・鉢 ・

椀等が出土している。ほとんど9世紀代ま

での遺物であり、 10世紀代の遺物は、羽釜

等数点である。

その他 5年間にわ疋る大屋敷遺跡の調

査が終了しだ。5年間の総調査面積は9，465

附におよび、横出した住居虻総数289軒、溝

祉総数14条、土坑総数171墓を数える。

大屋叡遺跡IVで出土しだ金属製自の中に

金銅製自があったが、今回鑑定の結果金銅

製主主具であることが判明した。群馬県内で

は金銅製陵情の飾り具の出土は4例ある

が、金銅製銀具は県内で初めての出土にな

ると思われる。



5.元総社明神遺跡迎I

遺跡位置図(国土地理院2万5干万分のT前橋〕

事業名前橋都市計画事業元総社〔西部

第三明神〕地区土地区画整理事

業〔施行者前橋市長〉

所在地前橋市元総社町2407-10他

調査期間平成 B 年 5 月20日~6 月28日

担当者戸所慎策 -古屋秀登

調査面積 120m' 

調査の経緯西部第三明神地区土地区画

整理事業〔認可昭和57年6月〉の実施に伴

い、事業区画が“推定上野国府"域内であ

る重要性を鑑みて、施行者と市教委で協議・

調整のうえ57年以来発掘調査を進めている

ものである。今年度の第13:iJ(調査で発掘調

査は終了することとなつだ。発掘調査は前

橋市埋蔵文化財発掘調査団ガ実施した。

立地市役所・県庁などの所在する前橋

市街地より西万約2krnに位置する。榛名山

東南麓に広がる相馬ケ原扇状地の端の前橋

台地の縁辺|こ立地する。本地域は上野国の

古代政治の中山である上野国府が置かれ、

平安中期には上野国中の神社を勧請した総

社神社(明神〉がある。今年度の調査地34ト

レンチは元総社小学校の北側で、 33トレン

チの西側にあだる。周辺には、総社古墳群・

国分寺・山王廃寺・蒼海域批・八日市域祉

などがあり、古墳時代からの中世・近世初

事業名前橋市都市計画道路3・4・↑9

6.稲荷遺跡 号新前橋川曲線道路改良工事

(施行者前橋市長〕

所在地前橋市精田町281-1他

調査期間平成 8 年 7 月24日~12月18日

担当者戸所慎策・古屋秀登

調査直積 7600m' 

-~-" I/! . ，_¥t;':'"I¥戸間a.Jf，<.....1引.，
遺跡位置図(国土地理院2万5千万分の7前橋〉

調査の経緯平成7年10月25日に前橋市

都市計画部街路課から開発計画地の埋蔵文

化財について照会があった。周辺で多くの

遺構ガ積出されているため、試掘調査の必

要がある旨を回答。平成7年竹月13日に試

掘調査を実施した結果、浅間山の噴火(1108

年)[こ伴って埋もれた水田祉が確認され疋

だめ、開発に先だって、記録保存のための

発掘調査を、前橋市埋蔵文化財発掘調査団

ガ実施することとなった。

立地前橋市街地の南西約3kmに位置す

る。榛名山東南麓に広がる相馬ケ原扇状地

の端の前橋台地の縁辺に立地する。

遺跡地の南には、配橋市立箱田中学校が

あり、この伺近は高崎市との市境界線ガ複

雑lこ入り組んでいる。標高は約97mで、北

西から南東!ごかけて緩やかに傾斜してい

る。まだ、周辺には日高遺跡をはじめ勝目

遺跡、前箱田遺跡、西島遺跡等の水田祉を

po 
ワ
μ

頭に及ぶ政治・文化の中枢地域で、あったこ

とを窺わせる。

縄文時代 ・弥生時代なし。

古漬時代住居祉1l軒を検出。遺物は石

田川式土器片を出土している。石製模造日

や臼玉も模出し定。住居I止は6世紀のもの

である。

奈良 ・平安時代住居祉7軒を横出しだ

が、切り合いが多<、ま芝、損百しがあり、

住居祉プランに不明な部分が多い。遺物は、

土師器・須恵器・陶磁器・瓦等を多数出土

した。中でも硯・墨書土器は、国府との関

係を窺わせる。墨書土器は「介」の文字の

可能性ガ高い。 H-7号住唐祉からは、 8
世紀中頃の畿内式暗文土器ガ出土した。 H

-10号住居祉からは須恵器の蓋ガ2枚重な

って出土した。

その他焼土を8墓検出した。当初は住

居祉の竃と思われたが、竃と確認できなか

っ疋ので、焼土とした。土坑を8墓検出し

だが、 f墓は墓坑であり、他の土hも時代
決定はできなかった。

中山とした遺跡ガ数多く存在する。

古墳時代浅間山噴火に伴う軽石層(As
-c)に覆われた古墳時代前期の水田祉を

積出した。蛙畔は南側のF区では検出でき

たが、その他の調査区では、横出できなか

っだ。溝を38条検出し左。また、溝周辺か

らは多数の足悶lも検出した。

平安時代竹08年の浅間山噴火に伴う軽

石層(As-8)に覆われ定平安時代末期の
水田祉を模出した。水田祉は51枚を模出し

たが、調査区が狭小なだめ、四隅を畦畔で

固まれ芝水田祉は一枚も横出で、きなかっ

た。北側のA.B区と南側のE.F区は駐

畔の残り方は良かつだ。半円形の耕作痕や

人の足跡を検出した。坪境旺畔ガ検出され

なかっだだめ条里制とのかかわりについて

は不明だが、本遺跡の南方に位置する高崎

市の西島遺跡では、条皇制施行の指標とさ

れる坪境蛙畔とその3"(点(条里焚点〉が検出

されており、本遺跡の水田祉も、西島を中

山としだ条里lこ含まれる可能性ガ高い。



7 .六供下堂木11遺跡

遺跡位置図〔国土地理院2万5平万分の?前橋〕

8.宮地中田遺跡

遺跡位置図〔国土地理院2万5千万分のT前橋〕

事業名六供土地区画整理事業〔区画整

理一課〉

所在地配橋市六供町地内

調査期間平成 8 :í:1= 5 月 7 日~8 月 9 日

担当者坂口好孝-佐藤則和

調査面積 5，861m' 
調査の経緯平成8年3月、区画整理

課より上記事業に伴う埋蔵文化財試掘調査

依頼が提出され疋。同年3月、試掘調査を

実施しだところ、平安時代の水田祉が確認

された。区画整理課と協議・謂整を行い、

8年4月発掘調査の依頼が提出され、 4月

に発掘調宣の委託契約を締結し、現地での

発掘調査を開始するに至った。

立地六供下堂木II遺跡は、前橋市街か

ら南ヘ約2kmに位置している。利根川左岸

と広瀬川低地帯の中間の前橋台地の東方に

位置する。

調査の概要

水田祉平安時代末期(天仁元年 ・竹08
年〉の浅間山噴火に伴う軽石CAs-B軽石〉

で埋没した水田吐38枚を検出しだ。遺構面

は現耕作土下約30~40cmにあり、水田と畦

畔の遺存状況は悪<、畦畔は後世の圧縮を

受け、 2~9cmの偏平な台形状またはカマ

ボコ型に近い形状を呈している。条里制に

事業名都市計画道路朝倉玉村線道路改

良事業〔街路課〉

所在地前橋市宮地町地内

調査期間平成 8 年10月21 日~12月13日

担当者坂口好孝・佐藤則和

調査薗積 9，600m' 
調査の経緯平成7年10円、街路課より

上記事業に伴う埋蔵文化財試掘調査依頼が

提出されだ。同年竹司、試掘調査を実施し

たところ、平安時代の水田祉が確認された。

街路課と協議 ・調整を行い、 8年8月発掘

調査の依頼が提出され、 10月に発掘調査の
委託契約を締結し、現地での発掘調査を開

始するに至った。

立地宮地中田遺跡は、前橋市街から南

東へ約5kmに位置している。本遺跡の南方

2.5kmには利根川が北西から南東に流れ、対

岸は玉村町と隣接する。遺跡地周辺の地形

はほぼ平坦で、現在も水田ガ広がっている。

調査の概要 平安時代末期(天仁元年 ・

1108年〉の浅間山噴火に伴う軽石CAs-B
軽石〕で埋没しだ水田92枚を模出した。遺構

百は現耕作土下約30~40cmlこあり、水田と

畦畔の遺存状況は良好であった。検出され

だ駐畔は61~で、東西・南北の方位にほぼ

合致している。畦畔の構造は下幅30~70cm 、

η
，a
 

つμ

(半う:t¥jZ境畦畔は模出されなかったが、蛙畔

の走向方位や方形区画から条里的地割も考

えられる。ま芝、 Hr-FAC榛名二ッ岳渋

川テフラ・ 6世紀初頭。古墳時代〉で埋没し

だ古墳時代の水田祉136枚も検出されだ。H
r-FAの堆積ガ薄<、依存状況は極めて

悪かったが、 T 枚 4~9m'の小区画が規則

的に配列されていることが確認され定。

住居祉古墳時代初期の石田川式土器を

伴う住居祉2軒、奈良~平安時代の住居祉

3軒、時期不明の住居虻T軒の言十6軒の住

居祉が検出された。いずれも、後世の耕作

により住居祉上部が壊されていて、出土遺

物も古墳~奈良-平安時代の土器片ガ混ざ

って出土した。床面まで10cmと浅い定め、
竃が確認でき疋ものはわずかlこ2軒で、炉

祉や柱穴・貯蔵穴についても確認できなか

っ疋。古蹟時代に集落が営まれ、そして時

代を経て奈良 ・平安時代に再び集落ガ営ま

れたと考えられる。

水田酉からの高さ1~ 6 cm、断面形は、偏
平な台形状まだは力マボ、コ型に近い形状を

呈しており、同時代の水田祉と比較すると、

若干圧縮され、偏平な形状に変形している。

水口は18箇所検出され、各水田への給水方
法は基本的には標高差を利用した「かけ流

し」の方法をとっていたとも考えられる。

まえ三、幅↑m近い畦畔ガ東西方向3本、
南北万向1;本、坪交点ガ2力所検出されだ。

このうち、東西方向の3本は各間隔が約109
mlこなっているだめ、条里的地割の↑坪を

形成する坪境畦畔と考えられる。 1:即の内

部の土地区画は東西を5分、南北を2分の

計10分割する半折型地割であることがわか
った。これらのことから、本遺跡から検出

された水田は条里制7J<田祉と考えられる。

本遺跡周辺からの条里制水田祉は今まで

模出されておらず¥前橋南部の条里制水田

祉を調査研究するうえで数少ない貴重な遺

跡である。



9 .小坂子油田 I遺跡

遺跡位置図〔国土地理院2万5千万分のf大沼〕

10.小坂子油田11遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5干万分聞大胡〉

事業名ふるさと農道緊急整備事業

所在地配橋市小坂子町油田1252-7他

調査期間平成 8 年12月21 日~9 年 2 月 7

日

担当者井野誠一 ・飯塚誠・荻野博巳

(スナガ環境測設〉

調査画積 2204.83m' 

調査の経緯平成7年7月25日に本遺跡

地での土木工事実施の連絡があり、表面調

査を行つだところ遺跡の所在が確認され、

平成8年7月30日3↑日に試掘確認調査を行

ったところ、古墳が検出された、この古漬

は上毛古墳綜覧にある芳賀村第42号漬であ

ることが判明したため、保存協議を行った

が現状保存は困難であるとのことで、記録

保存の疋めの発掘調査を実施することとな

った。

発掘調査はスナガ環覧測設に委託をして

おこなわれた。

立地 本遺跡は赤減山南麓の南東に傾斜

する台地上に立地している。西側は開析谷

を利用しての水田ガ作られている。

周辺には、地番からみると、今回調査が

行われだ芳賀村第42号墳の他に39から41号

墳までの3基の古漬か記録として残されて

いる。しかし、現状では古墳と認められる

事業名ふるさと農道緊急整備事業

所在地前橋市小坂子町1252-2他

調査期間平成 9 年 7 月29日~3 月20日

担当者井野誠一 -飯塚誠-荻野博巳

〔スナガ環境測設〉

謂査画積 2.577.14m' 

調査の経緯小坂子油田遺跡調査に伴う

平成8年竹月の協議において、農道建設に

伴い隣接する農地も現地盤の削平が行われ

ることが明らかlこなり、周年竹月から12月

にかけて試掘調査を行ったところ古賀ガ確

認されたため、協議の結果記録保存の発掘

調査を実施することとなった。遺跡名は小

坂子油田II遺跡とした。

調査の概要

縄文時代縄文前期から中期頃までの土

器片や石器ガ横出されたが、遺構と認めら

れたのは陥し穴三墓のみであつだ。

陥し穴は、 2号古墳の周堀内と3号古漬

の周堀内から検出されている。いずれもほ

ぼ南北に長い楕円形を呈し、それぞれ、10・

20・24mの間隔で、標高239.20mから240.

70mの範囲でほぼ等高線に沿って検出され

ている。

底面には2墓ないし3基の逆茂木の跡が

みとめられた。

-28一

高まりは見られない。

縄文時代

前期から中期までの土器片は出主したも

のの、遺構は確認されなかっ疋。

古墳時代

古墳T墓を積出した。芳賀村第42号墳。

円墳。規模は周掘の外側で東西長32.4m、

南北長34.0mを測る。

主体部は南に開口する横穴式石室であ

る。石室長は6.18m、主主室長2.93m、玄室

奥幅1 . 64m、玄室前~Iil1.78m、羨道長3 . 25

m、羨道幅0 . 8~1 . 0mを測る。

遺物としては、鉄鍍片と須恵器片が検出

されだ。

時期は古墳時代末期の7世紀末に造られ

たと見られる。

奈良・平安時代

溝T条を検出し芝。南北方向に、小坂子

油田II遺跡の2号質の周掘の西側と、小坂

子油田遺跡の7号境の西側の周摺を利用し

て流れている。掘の部分では幅ポ広い。

なお、本遺跡は引き続いて調査が行われ

た小坂子油田H遺跡に隣接している。また、

芳賀村第42号墳の一部は小坂子油田II遺跡

で模出、調査がなされた。

古漬時代

古墳2墓、小石郭7基を検出し定。 2号

古墳は同墳で、周掘は北 -南側が広くあい

ている。主体部は両補式の横穴式石室をも

ち、石室内から大刀 -鉄鉱・刀子等が出土

している。石室長4.95m、玄室長2.25m、

玄室奥幅1.70m、玄室前幅1.40m、羨道長

2.70m、古墳の規模は東西長23m、南北長

18.1mを測る。

3号古演は2号古賀の南で円墳である。

周掘の北東部と南があいている。主体部は

両相式の横穴石室を持ち、鉄鉾と二叉鉾の

部が検出されている。石室長4.4m、玄室

長2.0m、玄室奥幅1.54m、玄室前幅1.14

m、羨道長2.40m。古墳規模は東西長17.6

m、南北長13.9mを測る。

古墳の造られた時期は、 7世紀後半以降

とみられる。 2号墳と3号墳は古墳綜覧も

れとみられる。

奈良 ・平安時代

溝7条を模出しだ。確認面lこAs-B層の

准積が見られだ。古墳の周掘と重複してい

る。



11.稲荷前遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千万分の?前橋〉

12.鶴光跡練引遺跡

遺跡位置図〔国土地理院2万5干万分のT前橋〕

事業名富田受水場造成事業

所在地前橋市富田町27-1番地外

調査期間平成 B年 8 月刊日~9 月10日

担当者井野誠 飯塚誠荻野|専巳

(スナガ環境測設株式会社〉

調査面積 5，073.29m' 

調査の経緯平成8年4月19日に前橋市

水道局より埋蔵文化財確認調査の依頼があ

り、確認調査を25日に実施し疋ところ、縄

文時代から古墳時代の遺構が確認されだ。

現状保存が困難であるとのことで、記録保

存の発掘調査を実施することとなった。発

掘調査はスナガ環境測設株式会社に委託を

して実施しだ。

立地 赤減山南麓末端の緩やかに南西に

傾斜する台地上に立地する。標高は127

~129mを測る。東側は荒砥川により削られ

て、比高差約10mの浸食崖になっている。

調査地の南は700m先で舌状台地の先端と

なっている。本遺跡の南に位置する荒砥355

号墳は前方後円墳であり、後円部墳I頁には

富田の宝揺がたてられている。富田町には

古墳綜覧で21墓の古墳が確認されている

が、近年の土地改良に伴う発掘調査でも未

記載の古墳が横出されており、本遺跡周辺

でも古蹟の所在ガ想定され疋。

事業名公民館用地造成及び公民館建設

所在地前橋市鶴光路町59-3他

調査期間平成 9 年 3 月 4 日~3 月28日

担当者井野誠一飯塚誠野平伸一

(山武考古学研究所〉

調査面積 1，780m' 

調査の経緯平成B年10月25日に、事業

課の生涯学習課より本遺跡地での土木工事

の連絡が入る。同年12月26日に試掘確認調

査を行つだところ平安時代の水田跡が検出

された。

平成9年T同9日に協議を実施した結果、

現状保存は困難であるとのことで、発掘調

査¢依頼が提出され、記録保存の疋めの発

掘調査が行われることとなっ定。

調査の状況遺跡地周辺は前橋市南部の

条里水田の地域内に位置する。周辺には横

手湯田遺跡等の遺跡ガ多く、古墳時代から

の水田ガ模出されている。平安時代の水田

も周辺で多く調査が行われている。

本遺跡の水田は1108年に浅間山の噴火に

よって降下した砂層の下から検出された。

調査区中央の東西!こ幅約70~100cmの大

陸と南北に幅約40~50cmの駐が検出され

た。水田酉の標高は約78 . 30~78 . 50mであ

る。水口は 力所積出され疋。水路は模出

n
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縄文時代竪穴状遺構?墓と陥し穴7基

を倹出した竪穴状遺構からは前期の土器ガ

出土している。住居跡に後世の断面ロート

状の遺構の重複とも見られる。

古墳時代竪穴住居跡1l干と古墳2墓を

検出した。竪穴住居跡は6世紀代のもので、

2号古墳と近接しだ時期のものである。 7

号古墳は形状及び垣輸がみられないことな

どから、 7世紀代とみられる。 7号古墳は

東西長17.5mで、南北長18.85mの円墳で、

主体部は南西に聞く横穴式の両相式石室で

ある。石室長4.15m、玄室長2.05m、玄室

奥幅1.1m、玄室前幅1.0m、羨道長2.1m、

羨道幅0 . 9~1.2mを測る 2 号古墳は円墳

で、規模は東西長8.86m、南北長8.82mを

測る。漬Eはすでに削平されており、主体

部は検出されなかった。円筒壇輸片が周堀

内などから出土している。

近世溝を模出した。遺物は模出されな

かった。

時期不明 耕作跡と地割れ跡、風倒木跡、

土杭を模出し芝。

されなかっだ。

部から動物の足跡と思われるものが積

出された。



13.市内遺跡発掘調査

事業名埋蔵文化財発掘調査事業(市内遺跡発掘調査

事業〉

所在地市内

調査期間平成8年4月2日~平成9年3月31日
担当者飯塚誠・井野誠一

調査面積 2，979m' 
調査の概要平成8年度は39件の確認調査を実施し定。
そのうち13力所で遺跡ガ確認されだ。 13遺跡のうち5
遺跡は8年度中に記録保葎の発掘調査が実施され、 5遺

跡は9年度に発掘調査の予定があり、 3遺跡は保存協議
中である。

調査六供町の六供下堂木遺跡は、水田跡等ガ横出さ

れ、富田町の稲荷前遺跡では古墳及び住居跡等ガ横出さ

れ、小坂子町の小坂子油田110 m遺跡では古墳と住居跡
ガ横出されだ。東善町の前田遺跡では住居跡ガ模出さ

れだ。鶴光路町の鶴光路練弓|遺跡では水田跡ガ模出され

だ。

14.遺跡台帳整備事業
事業名遺跡台帳整備事業

事業期間平成 8 年 4 月 T 白~9 年 3 月31 日

担当者井野誠・飯塚誠

事業の概要 遺跡台帳整備事業では、年聞を通じて市

内での発掘調査や各種確認調査の資料を元にして、遺跡

の資料を台帳化しており、その資料を元に各種開発に対

応をしている。

平成8年度は、市内遺跡の覧表(作成済〉をもとにし
て¥古墳台帳の作成に蓋手しだ。作成は9年度以降も続
く予定である。

遺物の整理では¥大室古墳群出土の埴輔・石器で未整

理になっていだものの、復元および、実測をおこなつだ。

資料整備としては、市指定史跡の荒砥富士山古墳の測

量を行つ疋。

15.調査会調査
前橋市内の開発に先立つ埋蔵文化財発掘調査地で¥県

教育委員会を中山として調査会を設立し、市教育委員会

も役員として参加し、発掘調査を行っているもの。市内

の国・県事業にかかわるもので、発掘調査は民間調査機

関に委託をして実施している。

事務手続きの一部と、遺物の管理は市教育委員会で担

当している。

平成8年度は、総社観音沢遺跡及び川白田遺跡の整理
作業ガ行われ、整理作業の終了し疋県立文書館、青梨子

協議 鳥取町の鳥取福蔵寺遺跡では住居跡ガ模出さ

れ、広瀬町の上川淵鶴巻遺跡では住居跡ガ横出され、土

佐鳥のよ佐鳥中原前遺跡では水田跡ガ模出されだ。下新

田の下新田中沖遺跡では水田跡ガ横出されだ。五代町の

五代桧峯11遺跡では住居跡ガ横出され、六供町の六供中

京安寺遺跡では住居跡ガ模出され疋。

保存下新田町の水田跡及び鶴光路町の水田跡につい

ては現状保存されることになっ定。

資料の展示では、市役所一階のガラスケースに 1/3¥し1
ごJOI上下」等の展示を行つだ。ま芝、学技への貸し出
し・展示では第二中学校及び天I11小学校での資料室整備

及ひ、震示の支援を行つだ。これは、 9年度以降も行う予

定で準備を行っている。

普及資料作成では、平成7年度発掘調査の成果をパン
フレツトにまとめ配布を行つ疋。 7年度は内堀遺跡の旧
石器を中山に作成を行つだ。

金古境、西善鍛冶屋遺跡の遺物ガ返還されだ。

ま芝、県立しろがね学園建設にかかわる吾妻遺跡の調

査が開始され、古墳及び土杭と平安時代の住居跡ガ横出

されだ。 E安定、住宅団地造成にともなう発掘調査が準備

に入り、試掘調査が行われた。
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5.大室公園史跡整備事業

( 1 ) 大室公園史跡整備委員会
平成8年度は、大室公園史跡整備委員会を開催すると
共に、委員会の下で、より専門的、実務的な業務を担当

する古墳整備部会(!J¥二子古墳発掘調査、前二子・中二子・
小二子古墳整備基本設計〉、民家変遷部会(赤域型民家主

屋及び間帯施設工事〉、資料館部会(展示・建設墓本計画

策定〉を、それぞれ 3~4 回開催し、事業を進めてきまし

だ。

各部会の詳しい事業内容については別記しましだが、

その他に、部会、部会長会、委員会等の事業の進暗に合

わせて、事務局の打合わせも7回聞きましだ。

0平成8年度大室公園史跡整備委員会の経緯
・平8・4・5…文化庁への事業報告及び横討
・平8・6・27… ノノ

・平8・8・14… ノノ

・平9・7・24…大室4古墳整備国庫補回事業化に向け
ての文化庁ヒヤリング

・平9・2・6…部会長会議開催(通算6回目〉
・平9・2・20…文化庁への平成8年度全体事業報告
・平9.2・28…平成8年度大室公園史跡整備委員会開

催(通算第10回目〉

委員会会議風景

( 2 ) 古墳整備部会
整備を計画している大室4古墳の中で、唯全面的な

復原整備を目指す小二子古墳について、昨年に引き続き

古墳の規模・形状・構造等、復原に向けての基礎資料を

得るだめ、 2年計画の2年目に当だる発掘調査を実施し
ましだ。

ま芝、この発掘調査を舎め、これまでの諸調査(古墳範

囲確認調査、石室安定度調査等〉の結果をもとに、昨年完

了しだ後二子百墳の基本設計に続き、前二子、中二子、

小二子古墳の基本設計を作成しました。

0小二子古墳発掘調査(2年計画2年次)の結果
・土段と下段の墳形ガ異なる前方後円墳で、前方部に

比べて後円部ガ際立って高く、形状を育する0

・精査の結果、古墳の規模は、蹟E畏38.0m，後円部

径30.4m、前方部幅17.8m、全長43.9m、幅39.4m
である。

・周堀ガ墳Eの周りを一周し、後円部の周りは広<深
<造られ、前方部の周りは狭く浅い。

-下段墳fi(1段目〉は地山整形で盛土はなされていな

い。

-上段墳fi(2段目〉は盛土で築造され¥後円部には主
に口 ム土を用いるが、前万部は黒色土ガ使用され

ている。

・石室は、主軸に対して大きく西に振れる半地下式の

袖無型横穴式石室であり、玉石の床の一部と閉塞石

及び壁石の一部ガ残る以外は著しく破壊されている

現状である。

・石室の規模は、根石抜き取りの痕跡や天井石被覆の

粘度層等ガら、全長6m，幅1.8m、高さ1.8mと推
定される。

・石室内より、ガラス玉(黄・緑・青〉、鉄銀、弓、 E
刀ガ出土し、前庭部より、墓前察首巴に用いられだ土

師器椋8個体、須恵器提瓶什固体ガ出土しだ。
-以上の事が判明しましだ。

小二子古墳石室発掘状況

0前二子、中二子、小二子古墳整備基本設計

〈前二子古墳整備〉

全体計画平面図
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〈中二子古墳〉

川畑

。田端企百r

全体計画平面図

〈小二子古墳〉

主主

‘ν側 ， .. 
日輔副扇面白逼扇面這副

全体計画平面図

0平8年度古墳整備部会の経緯
・平8・6・27…平成8年度第T田部会開催
・平8・8・21・・・ 7 第2田部会開催
・平8.10・9… ノノ 第3回部会開催
・平9・7・29… ノノ 第4田部会開催

( 3 ) 民家変遷部会
昨年度より 3力年の予定で開始されだ赤城型民家建設
工事の2年次工事を実施しましだ。今年度は、前橋市の
重要文化財に指定されている主塵復原の後半工事、及び

管理棟、木小屋の建設、さらに土蔵の基礎工事を行いま

しだ。尚、主屋の復原に際しては、後の活用を考慮し、

小舞いかき作業、荒壁塗作業等の工事過程をV丁円で撮
影して記録保葎を行いましだ。

0赤域型民家主屋及び惜帯施設工事の経過

・平8・8・26…主屋継続工事開始。年計画2年次〉
.平8・10・26…管理棟工事着工
・平8・12・9…木小屋工事着工
・平9・7・23…土蔵工事着工(2年計画7年次〉
・平9・3・25…主屋、管理棟、木小屋工事蹟工
.平9・3・31…建物引渡し

(民家主屋および伺帯施設工事風景)

0平成8年度民家変遷部会の経緯
・平8・7・16…平成8年度第?田部会開催
・平8・10・8… ノノ 第2回部会開催
・平8・12.18… )) 第3田部会開催
・平9・7・28… ノノ 第4回部会開催

(4) 資料館部会

大室古墳資料館建設に向け、前年度までに策定ガ終了

している展示及び建物全体の基本構想について、同時展

開している古墳整備事業並びに民家建設事業の進暗によ

り新疋に浮上してきた横討事項も踏まえ、さらに具体的

な内容横討を実施しまし定。

0基本構想横討内容(披粋〉

・建物・施設

①十分な雨宿りスペースの確保について(急な天候

異変の際の団体見学者への配慮ガ必要。〉

②休憩施設の設置について(来館者のだめのくつろ

ぎスペースはおろそかにできない。〉

・展示

①古墳等の屋外施設と資料館展示との整合性につい

て(内部と外部の展示機能・学習機能の明確化・分

担ガ&J，¥要。特に、資料館に設置を計画している石

室模型の展示内容と古墳石室整備計画との調整は

十分に横討を要する。〉

②大室公園建設地内の発掘調査により出土し疋旧石

器の展示への組み込みについて(大室公園の地域・

風土を理解する土で、伺れかの方法 ・場所での展

示を要する。〉

③いじったり触つだりできる展示方法の工夫(大室

古墳群の出土資料での実施は難しいガ、類似田や

複製自で対応し、体験できる畏示をI~\掛けること

は必要。〉

0平成8年度資料館部会の経緯
・平8・7・2…平成8年度第7田部会開催
・平8・12・4… ノノ 第2回部会開催
・平9・7・30… ノノ 第3田部会開催

ヮ“つd



あとがき

文化財は、昔の人々の努力と技術そしてその時代に生きた人たちの願いの結晶ともいう

べきものです。これらを引継、未来へ受け渡しをすることが現代に生きる私たちの責務で

す。この責務の一端を担うのが文化財保護の仕事であると考えますが、これからは文化財

を保護・保存するだけではなく、利活用がおおきなウエイトを占めてくるものと思われま

す。

私たちの祖先が残してくれた文化財に、市民の皆様が触れ、親しんでこそ、「文化財が生

きるjと考えています。

このような時代の流れに即して、文化財保護課職員一同、文化財保護行政を進めており

ますので、ご理解くださいますようお願い申し上げます。

平成9年 9月

文化財保護課長

川合 功

平成8年度 平成 8年度

前橋市文化財調査委員 文化財保護課職員

近藤義雄 文化財保護課長 川合 功

丸山知良 文化財保護課係長 宮下 寛

松島栄治 埋蔵文化財係長 駒倉秀一

阿久津宗二 主査 江原 清

梅沢重昭 11 園部守央

11 唐津保之

11 井野修二

主任 井野誠一

11 前原 丘玉三主

11 飯塚 誠

11 虞塩欣一

11 斎藤仁志

11 戸所慎策

11 坂口好孝
平成8年度文化財調査報告書第27集 lJ 古屋秀登

平成9年9月25日日刷 lJ 林 信也

平成9年9月30日発行 主事 吉田聖二

発行前橋市教育委員会文化財保護課 11 佐藤則和

前橋市上泉664-4 11 宮内 毅

日間上毎回刷工業株式会社 専門委員 阿久津宗二
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